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1　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
女
役
者
、
中
村
歌
扇
の
芸
態

を
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
資
料
と
し
て
義
太
夫
節
（
以
下
、
竹
本
）
の
テ
ク
ス
ト
を
中
心
に

探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

女
役
者
と
は
、歌
舞
伎
を
専
業
と
す
る
女
性
の
俳
優
を
意
味
す
る
。
男
子
禁
制
で
あ
っ

た
大
名
家
の
奥
向
き
で
歌
舞
伎
や
舞
踊
を
演
じ
た
御
狂
言
師
が
明
治
の
世
に
な
っ
て
新

た
に
組
織
し
た
女
芝
居
に
始
ま
り
、明
治
中
期
に
市
川
九
女
八（
一
八
四
六
―
一
九
一
三
）

と
い
う
ス
タ
ー
を
得
て
絶
頂
期
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
〔
加
賀
山　

一
九
六
〇
〕。
明
治
末

期
に
は
早
く
も
衰
退
期
を
迎
え
る
が
、
明
治
三
三
年
に
一
一
、二
歳
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ

中
村
歌
扇
（
一
八
八
九
―
一
九
四
二
）
は
、女
役
者
が
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
大
正

期
に
も
神
田
劇
場
の
座
頭
と
し
て
活
躍
し
、そ
の
後
も
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
ま
で

小
芝
居
の
舞
台
に
立
ち
続
け
た〔
土
田　

二
〇
一
三
、二
〇
一
四（1）
〕。
歌
扇
は
あ
く
ま
で
歌

舞
伎
を
専
門
と
す
る
女
役
者
と
し
て
の
生
涯
を
貫
い
た
が
、当
時
の
小
芝
居
で
は
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
歌
扇
が
手
掛
け
た
ジ
ャ
ン
ル
も
、
活
動
写
真
、
新

派
劇
、
連
鎖
劇
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
歌
扇
が
得
意
と
し
た
歌
舞
伎
も
、
女
役
者
の
み
で

演
じ
る
も
の
（「
女
優
劇
」「
女
優
旧
劇
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
）
と
、男
性
の
歌
舞
伎
役
者

と
の
共
演
に
よ
る
も
の
、
新
旧
の
俳
優
が
混
合
で
演
じ
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ

る
。そ

の
多
彩
な
芸
歴
の
中
で
、歌
扇
が
得
意
と
し
た
役
に
は
時
代
物
の
女
形
の
大
役
が
多

い
〔
土
田　

二
〇
一
四
：
七
八
〕。
本
稿
で
は
、
時
代
物
で
使
わ
れ
る
竹
本
に
着
目
し
、

現
行
歌
舞
伎
や
歌
扇
と
同
時
代
の
大
歌
舞
伎
と
比
較
し
な
が
ら
、歌
扇
の
舞
台
で
使
わ
れ

た
演
出
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
歌
扇
の
演
出
の
解
明
は
、大
正
期
の
小
芝
居

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
に
遺
さ
れ
た
小
芝
居
の
実
態
を
め
ぐ
る
一
考
察

　

│
中
村
歌
扇
の
録
音
に
お
け
る
義
太
夫
節
（
竹
本
）
と
セ
リ
フ
を
例
に

│

土
田　

牧
子

本
稿
は
、
女
役
者
、
中
村
歌
扇
が
演
じ
た
歌
舞
伎
の
実
態
を
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
主
要
資
料
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
女
役

者
と
は
、男
性
の
歌
舞
伎
俳
優
と
同
様
の
演
技
術
を
身
に
つ
け
て
歌
舞
伎
を
演
じ
た
女
性
の
俳
優
を
指
す
も
の
で
、小
芝
居
で
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
っ

た
。
本
稿
で
は
、
歌
扇
の
Ｓ
Ｐ
録
音
と
現
行
の
歌
舞
伎
と
を
比
較
し
、
分
析
の
結
果
を
示
す
。
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、『
伽
羅
先
代
萩
』
の
「
御

殿
の
段
」、『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
「
重
の
井
子
別
れ
の
段
」
に
お
け
る
、
竹
本
の
テ
ク
ス
ト
と
セ
リ
フ
で
あ
る
。
分
析
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
歌
扇
の
録
音
に
は
省
略
部
分
が
多
い
も
の
の
、
現
行
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
と
り
わ
け
竹
本
の
テ
ク
ス
ト
に
現
行
と
の
共

通
点
が
目
立
つ
。
小
芝
居
に
独
特
の
奇
抜
な
演
出
は
見
ら
れ
ず
、
大
歌
舞
伎
に
倣
っ
た
演
出
を
主
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
竹
本
と
セ

リ
フ
の
掛
合
に
は
、
現
行
歌
舞
伎
や
当
時
の
大
歌
舞
伎
と
の
違
い
が
見
ら
れ
、
小
芝
居
な
ら
で
は
の
伝
承
が
窺
え
た
。
ま
た
、『
先
代
萩
』
で
は
、
人

形
浄
瑠
璃
の
テ
ク
ス
ト
と
一
致
す
る
箇
所
が
目
立
ち
、『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
幕
切
の
演
出
に
は
、
上
方
歌
舞
伎
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
点
が
見
ら
れ

た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕 

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
、
小
芝
居
、
女
役
者
、
歌
舞
伎
、
竹
本
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の
実
像
を
探
る
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
。「
演
出
」
と
い
う
用
語
は
甚
だ
曖
昧
で
は
あ
る

が
、
本
稿
で
は
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
型
」
と
ほ
ぼ
同
意
と
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
に
遺
さ
れ
た
録
音
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
竹
本
以
外
に
も
今

は
失
わ
れ
た
女
役
者
の
舞
台
に
関
す
る
様
々
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
が
、今
回
は

竹
本
と
そ
の
周
辺
の
セ
リ
フ
の
テ
ク
ス
ト
面
の
検
証
に
限
定
し
、そ
の
他
の
芸
態
に
つ
い

て
は
他
の
作
品
も
含
め
て
稿
を
改
め
て
検
証
し
た
い
。

対
象
作
品
と
研
究
方
法

対
象
と
す
る
の
は
、『
伽
羅
先

代
萩
』「
御
殿
の
場
」、『
恋
女
房

染
分
手
綱
』（
重
の
井
子
別
れ
）

の
二
作
品
で
あ
る
。『
先
代
萩
』

の
政
岡
と
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』

の
重
の
井
は
、
い
ず
れ
も
歌
扇

が
数
多
く
演
じ
た
役
で
、『
恋
女

房
染
分
手
綱
』
は
昭
和
五
年

一
〇
月
九
日
と
同
九
年
九
月

二
三
日
に
、「
放
送
舞
台
劇
」
と

し
て
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（2）
。【
表

1
】
に
歌
扇
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

の
一
覧
を
示
し
た
よ
う
に
、『
先

代
萩
』
と
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』

に
つ
い
て
は
複
数
点
の
レ
コ
ー

ド
が
売
り
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
か
ら
も
当
た
り
役
だ
っ

た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、【
表
1
―
1
】
の
Ａ
―
1
か
ら
Ｂ
―
3
ま
で
の
計
五
点
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

を
主
要
な
資
料
と
す
る（
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
発
売
年
月
に
つ
い
て
は
大
西
秀
紀
氏
の
考
証

に
よ
る
（
以
下
、
同
））。
そ
れ
ら
と
現
行
歌
舞
伎
の
録
画
資
料
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

歌
扇
の
舞
台
の
特
色
を
見
出
し
て
み
た
い
。
ま
た
、演
劇
雑
誌
の
記
述
や
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

等
に
よ
り
、歌
扇
が
生
き
た
時
代
（
明
治
末
〜
昭
和
前
期
を
対
象
と
す
る
）
の
大
歌
舞
伎

と
の
違
い
も
検
証
す
る
。

ま
た
、
後
述
の
と
お
り
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
に
遺
さ
れ
た
録
音
は
と
り
わ
け
そ
の
録
音
時

間
の
制
限
か
ら
、実
際
の
舞
台
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
か
ら
過

去
の
芸
態
を
探
る
場
合
、
こ
の
点
に
は
充
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な

お
、
こ
こ
に
遺
さ
れ
た
録
音
は
貴
重
な
も
の
と
考
え
、
今
回
は
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
主
な
資

料
と
し
て
用
い
た
。

【
図
版
1
】  

神
田
劇
場
の
女
役
者
た
ち
（「
百
回
目
興

行
紀
年
絵
葉
書
」
筆
者
蔵
）・
前
列
右
か

ら
二
番
目
が
中
村
歌
扇

音
盤
タ
イ
ト
ル

発
売
年
月

会
社

所
蔵

A-1
『
千マ
マ

代
萩
（
御
殿
の
場
）』
昭
和
七
年
六
月
カ

ポ
リ
ド
ー
ル

大
西
氏
・
東
文
研
・
演
博

A-2
『  

伽
羅
先
代
萩
』（
御
殿
・

床
下
）

タ
イ
ヘ
イ

東
文
研

B-1
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』

ス
タ
ン
ダ
ア
ド

東
文
研
・
演
博

B-2
『
重
の
井
子
別
れ
』

昭
和
六
年
八
月
カ

ポ
リ
ド
ー
ル

大
西
氏
・
東
文
研

B-3
『  

恋
女
房
染
分
手
綱 

重

の
井
子
別
れ
』

昭
和
八
年
九
月

タ
イ
ヘ
イ

大
西
氏

　
  『

阿
波
の
鳴
戸マ
マ

』

昭
和
七
年
一
月
カ

ポ
リ
ド
ー
ル

大
西
氏

　
  『

契
情
曽
我
廓
亀
鑑
』

ポ
リ
ド
ー
ル

演
博

　

  『
三
人
吉
三
廓
初
買
』

ス
タ
ン
ダ
ア
ド

東
文
研

　

  『
石
童
丸
』

ポ
リ
ド
ー
ル

演
博

【
表
1
―
1
：
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
村
歌
扇
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
】

※
大
西
氏
＝
大
西
秀
紀
氏
、
東
文
研
＝
東
京
文
化
財
研
究
所
、
演
博
＝
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
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歌
扇
の
テ
ク
ス
ト
が
現
行
歌
舞
伎
あ
る
い
は
歌
扇
と
同
時
代
の
大
歌
舞
伎
と
異
な
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
い
。

そ
の
際
に
主
な
材
料
と
す
る
の
が
浄
瑠
璃
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。『
恋
女
房
染
分
手
綱
』

は
、
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
二
月
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
た
吉
田
冠
子
、
三
好
松
洛
の
人

形
浄
瑠
璃
を
原
作
と
す
る
義
太
夫
狂
言
で
あ
る
が
、
歌
舞
伎
が
初
演
で
あ
る
『
先
代
萩
』

は
成
立
事
情
が
や
や
複
雑
で
あ
る
。
現
行
の
『
先
代
萩
』
は
、安
永
六
（
一
七
七
七
）
年

四
月
大
坂
中
の
芝
居
嵐
七
三
郎
座
初
演
の
初
世
奈
河
亀
輔
作
『
伽
羅
先
代
萩
』
と
、そ
れ

に
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
『
伽
羅
先
代
萩
』（
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年

正
月
江
戸
結
城
座（3）
、
松
貫
四
ほ
か
作
）、
さ
ら
に
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
七
月
江
戸
中

村
座
初
演
の
初
世
桜
田
治
助
に
よ
る
『
伊
達
競
阿
国
歌
舞
妓
』
の
三
作
を
中
心
に
、複
数

の
伊
達
騒
動
も
の
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。近
代
以
降
も
改
変
が
重
ね
ら

れ
た
た
め
、「
対
決
・
刃
傷
」
の
よ
う
に
活
歴
的
な
様
相
を
帯
び
る
場
面
も
あ
る
。
た
だ

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「
御
殿
の
段
」
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、す
で
に
指
摘
が
あ
る
と

お
り
（〔
内
山　

一
九
八
七
：
一
四
四
頁
〕
ほ
か
）、
天
明
五
年
の
浄
瑠
璃
『
伽
羅
先
代

萩
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、浄
瑠
璃
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
材
料
の
ひ
と

つ
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
黒
御

音
楽
（
陰
囃
子
）
の
分
析
も
可
能
に
す
る
が
、
本
稿

で
は
録
音
に
収
め
ら
れ
た
竹
本
と
セ
リ
フ
の
み
を
対
象
と
す
る
。

2　
『
伽
羅
先
代
萩
』

『
先
代
萩
』「
御
殿
の
段
」
の
録
音

【
表
１
―
1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
歌
扇
の
「
御
殿
の
段
」
に
は
、
Ａ
―
1
と
し
た
ポ

リ
ド
ー
ル
と
Ａ
―
2
と
し
た
タ
イ
ヘ
イ
と
の
二
種
類
の
録
音
が
あ
る
。こ
の
二
種
の
録
音

は
、
吹
き
込
ん
で
い
る
箇
所
が
以
下
の
と
お
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
と
も
に
政
岡
の
ク
ド

キ
を
メ
イ
ン
と
し
、
そ
の
前
後
を
付
け
足
す
形
で
あ
る
。

ポ
リ
ド
ー
ル

　

幕
明
↓
栄
御
前
セ
リ
フ
・
入
り
↓
政
岡
ク
ド
キ
↓
八
汐
出
・
八
汐
討
伐
・
幕
切

タ
イ
ヘ
イ

　

幕
明
↓
千
松
出
・
千
松
殺
し
↓
政
岡
ク
ド
キ
↓
八
汐
出
・
八
汐
討
伐
・
幕
切

一
方
、歌
扇
以
外
に
「
御
殿
の
段
」
を
収
め
た
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
に
は
【
表
2
―
1
】
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ａ
―
1
の
五
世
芝
翫
（
の
ち
の
五
世
歌
右
衛
門
）
や
ａ
―
2
の
四

世
芝
雀
の
録
音
、
ま
た
ａ
―
4
の
五
世
歌
右
衛
門
の
録
音
の
前
半
は
、
政
岡
が
若
君
や
千

松
に
膳
を
待
た
せ
る
場
面
や
子
役
が
歌
う
「
雀
の
唄
」
な
ど
「
飯
炊
き
」
の
部
分
を
収
め

た
も
の
で
あ
る（4）
。「
飯
炊
き
」、栄
御
前
の
出
に
続
く
千
松
殺
し
を
収
め
た
の
が
タ
イ
ヘ
イ

の
歌
扇
の
録
音
（
Ａ
―
2
）
で
あ
る
。
他
方
、
ポ
リ
ド
ー
ル
の
歌
扇
の
録
音
（
Ａ
―
1
）

は
、千
松
殺
し
後
の
栄
御
前
と
政
岡
の
や
り
と
り
か
ら
を
収
録
す
る
。
栄
御
前
が
引
っ
込

音
盤
タ
イ
ト
ル
・
レ
ー
ベ
ル
・
発
売
時
期
・
出
演
・
収
録
箇
所

a-1
『
先
代
萩　

御
殿
』

米
コ
ロ
ン
ビ
ヤ

明
治
四
十
年
八
月

五
世
中
村
芝
翫
〈
政
岡
〉（
※
の
ち
の
五
世
歌
右
衛
門
）、
竹
本
歌
賀
太
夫
、
鶴
沢
万
次
郎

（
収
録
箇
所
）
膳
の
催
促
（
飯
炊
き
）

a-2
『
先
代
萩
〔
御
殿
〕』

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン

大
正
四
年

四
世
中
村
芝
雀
〈
政
岡
〉、
中
村
成
弥
〈
鶴
千
代
〉、
八
車
子
〈
千
松
〉

（
収
録
箇
所
）
子
供
た
ち
の
雀
の
子
の
唄
↓
膳
の
催
促
↓
雀
の
子
の
唄
（
続
き
）（
飯
炊
き
）

a-3
『
伽
羅
先
代
萩
（
御
殿
の
場
／
床
下
の
場
）』

コ
ロ
ム
ビ
ア

昭
和
五
年
六
月

六
世
尾
上
梅
幸
〈
政
岡
・
仁
木
〉、
七
世
松
本
幸
四
郎
〈
八
汐
・
男
之
助
〉、
竹
本
重
寿
太
夫
、

鶴
沢
才
二
郎

（
収
録
箇
所
）
政
岡
ク
ド
キ
↓
八
汐
出
・
八
汐
討
伐
↓
セ
リ
↓
男
之
助
セ
リ
フ
↓
仁
木
引
込

a-4
『
伽
羅
先
代
萩
（
御
殿
の
場
）』

ポ
リ
ド
ー
ル

昭
和
九
年
三
月

五
世
中
村
歌
右
衛
門
〈
政
岡
〉、
大
谷
広
太
郎
〈
鶴
喜
代
〉、
市
村
太
郎
〈
千
松
〉、

豊
竹
巌
太
夫
、
竹
沢
仲
造
、
三
世
杵
屋
栄
蔵
社
中

（
収
録
箇
所
）
膳
の
催
促
↓
雀
の
子
の
唄
（
以
上
、
飯
炊
き
）
↓
政
岡
ク
ド
キ
↓
幕
切

【
表
2
―
1
：『
伽
羅
先
代
萩
』「
御
殿
の
段
」
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
】
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む
と
、
誰
も
い
な
く
な
っ
た
御
殿
で
政
岡
の
ク
ド
キ
と
な
る
が
、
歌
扇
の
二
種
の
録
音

（
Ａ
―
1
と
Ａ
―
2
）、
六
世
梅
幸
（
ａ
―
3
）、
五
世
歌
右
衛
門
（
ａ
―
4
）
の
録
音
が

こ
の
部
分
を
収
め
る
。
八
汐
が
政
岡
に
討
た
れ
る
幕
切
部
分
は
、
歌
扇
の
二
種
の
録
音

と
、
六
世
梅
幸
の
録
音
に
収
め
ら
れ
る
。
六
世
梅
幸
の
録
音
（
ａ
―
3
）
で
は
続
い
て

「
床
下
の
場
」
を
収
め
る
の
で
、〈
セ
リ
の
合
方
〉
と
な
っ
て
次
へ
と
続
く
。
五
世
歌
右
衛

門
（
ａ
―
4
）
は
政
岡
の
ク
ド
キ
か
ら
〈
中
の
舞
合
方
〉
で
幕
切
と
し
て
お
り
、八
汐
討

伐
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

以
下
の
検
証
で
は
歌
扇
の
「
御
殿
の
場
」
に
つ
い
て
、【
一
】
千
松
の
出
（
登
場
）
と

八
汐
に
よ
る
千
松
殺
し
、【
二
】
栄
御
前
と
政
岡
の
や
り
と
り
と
栄
御
前
の
引
っ
込
み
、

【
三
】
政
岡
の
ク
ド
キ
、【
四
】
八
汐
の
二
度
目
の
出
か
ら
幕
切
ま
で
の
四
部
分
に
分
け

て
、竹
本
の
テ
ク
ス
ト
と
役
者
の
セ
リ
フ
を
検
証
す
る
。
な
お
「
御
殿
の
場
」
の
幕
明
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
録
音
で
も
竹
本
を
使
わ
ず
、
黒
御

音
楽
の
〈
管
絃
合
方
〉
で
幕

を
明
け
て
い
る
た
め（5）
、
本
稿
で
は
検
証
の
対
象
と
し
な
い
。

千
松
の
出
と
千
松
殺
し

は
じ
め
に
、
栄
御
前
が
持
っ
て
き
た
毒
入
り
の
菓
子
折
を
食
べ
た
千
松
を
、
八
汐
が
手

に
か
け
る
部
分
を
比
較
す
る
。【
表
2
―
2
】
に
、
歌
扇
の
録
音
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
と

現
行
歌
舞
伎
の
テ
ク
ス
ト
と
を
比
較
し
た
形
で
示
す
。
現
行
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、六
世

中
村
歌
右
衛
門
に
よ
る
録
画
資
料
（
一
九
八
三
年
上
演
）
お
よ
び
上
演
台
本
（
一
九
八
八

年
上
演
）
で
代
表
さ
せ
る
〔
松
竹
株
式
会
社　

二
〇
一
三
〕・〔
国
立
劇
場　

二
〇
〇
六
〕

（
以
下
、
同
）。
竹
本
で
語
ら
れ
る
部
分
は
太
字
で
記
し
、
役
者
の
セ
リ
フ
は
通
常
の
字
体

で
記
す
。
ま
た
、
省
略
部
分
は
文
字
を
薄
く
し
て
表
し
、
省
略
以
外
の
異
同
に
つ
い
て
は

網
掛
け
を
使
っ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

中
村
歌
扇
（
一
九
三
二
年
）

中
村
歌
右
衛
門
（
一
九
八
三
年
・
一
九
八
八

年
）

〽
奥
よ
り
走
っ
て
千
松
が

千
松　

こ
の
菓
子
ひ
と
つ
下
さ
れ
や

〽
な
ん
の
頑
是
も
た
だ
一
口
、
毒
の
工
み

の
顕
れ
口

〽
八
汐
は
す
か
さ
ず
千
松
が
首
筋
片
手
に
引

き
寄
せ
て

懐
剣
ぐ
っ
と
突
っ
込
め
ば

〽
わ
っ
と
一
声
七
転
八
倒
、
驚
く
沖
の
井
政

岡
が
仰
天
な
が
ら
一
大
事
と
若
君
抱
き
守
り

居
る
。

沖
の
井　

ヤ
ァ
事
の
実
否
も
糺
さ
ぬ
内
、
な

に
ゆ
え
あ
っ
て
千
松
を
、

松
島　
　

手
に
か
け
ら
れ
し
八
汐
、

沖
の
井　

ご
返
答
が

二
人　
　

承
り
た
い

〽
と
詰
め
寄
れ
ば

八
汐　

何
を
ざ
わ
ざ
わ
騒
ぐ
ご
と
は
な
い
わ

い
の
。
忝
く
も
管
領
家
よ
り
下
さ
れ

し
お
菓
子
、
踏
み
わ
り
し
は
上
へ
の

無
礼
。

小
さ
い
が
き
で
も
、
そ
の
ま
ま
に
は

さ
し
お
か
れ
ぬ
。
そ
れ
故
に
手
に
か

け
た
は
お
家
を
思
う
八
汐
が
忠
節
。

ウ
ウ
ン
、
可
愛
そ
う
に
、
可
愛
そ
う

に
、
痛
い
か
い
の
う
、
マ
ァ
痛
い
か

い
や
い
。
他
人
の
わ
し
さ
え
涕
が
こ

ぼ
れ
る
。

コ
レ
政
岡
、
現
在
の
そ
な
た
の
子
、

悲
し
う
は
な
い
か
い
の
う
。

政
岡　

な
ん
の
マ
ァ
、
お
上
へ
対
し
慮
外

〽
奥
よ
り
走
っ
て
千
松
が

千
松　

こ
の
菓
子
ひ
と
つ
下
さ
れ
や

〽
な
ん
の
頑
是
も
た
だ
一
口
、
蹴
散
ら
か

し
た
る
折
は
散
乱　
　
　

〽
八
汐
は
す
か
さ
ず
千
松
が
首
筋
片
手
に
引

き
寄
せ
て

懐
剣
ぐ
っ
と
突
っ
込
め
ば

〽
わ
っ
と
一
声
七
転
八
倒
、
驚
く
沖
の
井
政

岡
が
仰
天
な
が
ら
一
大
事
と
若
君
抱
き
守
り

居
る
。

沖
の
井　

ヤ
ァ
事
の
実
否
も
糺
さ
ぬ
内
、
な

に
ゆ
え
あ
っ
て
千
松
を
、

松
島　
　

手
に
か
け
ら
れ
し
八
汐
、

沖
の
井　

ご
返
答
が

二
人　
　

承
り
た
い

〽
と
詰
め
寄
れ
ば

八
汐　

何
を
ざ
わ
ざ
わ
騒
ぐ
ご
と
は
な
い
わ

い
の
。
忝
く
も
管
領
家
よ
り
下
さ
れ

し
こ
の
折
、
踏
み
わ
り
し
は
上
へ
の

無
礼
。

小
さ
い
が
き
で
も
、
そ
の
ま
ま
に
は

さ
し
お
か
れ
ぬ
。
そ
れ
故
に
手
に
か

け
た
は
お
家
を
思
う
八
汐
が
忠
節
。

ウ
ウ
ン
、
可
愛
そ
う
に
、
可
愛
そ
う

に
、
痛
い
か
い
の
う
、
マ
ァ
痛
い
か

い
や
い
。
他
人
の
わ
し
さ
え
涕
が
こ

ぼ
れ
る
。

コ
レ
政
岡
、
現
在
の
そ
な
た
の
子
、

悲
し
う
は
な
い
か
い
の
う
。

政
岡　

な
ん
の
マ
ァ
、
お
上
へ
対
し
慮
外

【
表
2
―
2
「
千
松
の
出
と
千
松
殺
し
」
の
比
較
】
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歌
扇
の
録
音
で
は
、
竹
本
の
詞
章
、
セ
リ
フ
と
も
に
現
行
と
比
べ
る
と
か
な
り
省
略
さ

れ
て
お
り
、
沖
の
井
、
松
島
と
い
っ
た
脇
役
の
セ
リ
フ
も
略
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
省

略
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
録
音
時
間
の
制
約
か
ら
短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
く
、こ
の
録
音
の
み
か
ら
舞
台
で
も
こ
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
判
断
す
る

こ
と
は
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
中
心
は
政
岡
の
ク
ド
キ
で
あ
り
、千

松
殺
し
の
部
分
は
聴
き
手
を
ク
ド
キ
へ
誘
う
役
割
を
担
い
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
で
、こ
の

部
分
は
簡
略
に
示
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
省
略
部
分
よ
り
も
む
し

ろ
、省
略
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
現
行
歌
舞
伎
と
の
大
き
な
隔
た
り
が
な
い
こ
と
に
注
目

す
べ
き
だ
ろ
う
。

省
略
を
別
と
す
れ
ば
、
歌
扇
の
録
音
は
現
行
歌
舞
伎
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
言
っ
て
よ
い
。

省
略
以
外
の
テ
ク
ス
ト
の
相
違
点
は
、
冒
頭
の
竹
本
の
「
蹴
散
ら
か
し
た
る
折
は
散
乱
」

が
「
毒
の
工
み
の
顕
れ
口
」
と
語
ら
れ
、栄
御
前
の
セ
リ
フ
の
「
管
領
家
よ
り
下
さ
れ
し

こ
の
折
」
が
「
管
領
家
よ
り
下
さ
れ
し
お
菓
子
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
二
点
の
み
で
あ

る
。
冒
頭
、
す
な
わ
ち
千
松
が
毒
菓
子
を
食
べ
る
箇
所
の
浄
瑠
璃
は
、「
何
の
頑
是
も
た

だ
一
口
、
八
汐
が
び
っ
く
り
栄
御
前
、
毒
の
工
み
の
顕
れ
口
、
忽
悩
乱
目
を
見
詰
、
蹴
散

ら
か
し
た
る
折
は
散
乱
、
八
汐
は
す
か
さ
ず
千
松
が
首
筋
片
手
に
引
き
寄
せ
て
…
」
と

な
っ
て
い
る
。
現
行
歌
舞
伎
で
使
っ
て
い
る
「
蹴
散
ら
か
し
た
る
折
は
散
乱
」
も
、歌
扇

の
録
音
に
見
ら
れ
る
「
毒
の
工
み
の
顕
れ
口
」
も
と
も
に
、浄
瑠
璃
か
ら
別
々
の
箇
所
を

採
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
六
世
尾
上
梅
幸
、女
役
者
の
市
川
九
女

八
は
す
べ
て
浄
瑠
璃
ど
お
り
に
竹
本
を
語
ら
せ
て
い
た
と
の
記
録
が
残
る
〔
九
女
八　

一
九
一
一
〕・〔
鈍
太
郎　

一
九
一
六
〕。

ま
た
、
八
汐
が
千
松
を
な
ぶ
り
殺
し
に
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
千
松
を
指
し
た
懐
剣
を

上
か
ら
筥は

こ
せ
こ迫
で
叩
く
な
ど
様
々
な
演
出
が
伝
え
ら
れ
る
が
、こ
の
録
音
で
は
特
に
変
わ
っ

た
演
出
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
九
女
八
の
記
録
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
〔
九
女
八　

一
九
一
一
〕。

栄
御
前
と
の
や
り
と
り
と
栄
御
前
の
入
り
（
退
場
）

つ
づ
い
て
、
政
岡
と
栄
御
前
が
舞
台
に
残
り
、
二
人
の
セ
リ
フ
と
な
る
。
現
行
歌
舞
伎

で
は
、
栄
御
前
は
政
岡
も
自
分
た
ち
の
一
味
だ
と
勘
違
い
し
、
政
岡
に
連
判
状
を
渡
し
て

去
っ
て
い
く
。
一
方
、
人
形
浄
瑠
璃
（
天
明
五
年
丸
本
・
現
行
と
も
に
）
で
は
、
栄
御
前

は
政
岡
が
味
方
だ
と
早
合
点
し
て
去
っ
て
い
く
だ
け
で
連
判
状
を
渡
す
こ
と
は
な
く
、

「
連
判
状
を
渡
す
と
い
う
の
は
、
仁
木
の
都
合
を
考
え
た
後
の
入
れ
事
で
、
原
作
に
は
あ

り
ま
せ
ん
」〔
渥
美　

一
九
五
七
〕
と
さ
れ
る
。
歌
扇
の
録
音
で
も
連
判
状
を
渡
す
件
は

な
く
、浄
瑠
璃
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現
行
歌
舞
伎
の
テ
ク
ス
ト
と
は
大

き
く
異
な
る
た
め
、
少
々
煩
雑
に
な
る
が
、【
表
2
―
3
】
に
歌
扇
の
録
音
と
現
行
と
の

相
違
点
を
示
し
て
み
た
い
。
表
中
の
表
記
は
【
表
2
―
2
】
と
同
じ
だ
が
、説
明
の
便
宜

上
、（
1
）
〜
（
4
）
の
番
号
を
ふ
っ
た
。

せ
し
千
松
、
御
成
敗
は
お
家
の
お
為
。

八
汐　

ム
ム
、
ス
リ
ャ
こ
れ
で
も
こ
な
た
、

な
ん
と
も
な
い
か
。
こ
れ
で
も
か
、

こ
れ
で
も
か
。

〽
な
ぶ
り
殺
し
に
千
松
が
苦
し
む
声
の
肝
先

へ
、
こ
た
ゆ
る
つ
ら
さ
、
無
念
さ
を
じ
っ
と

堪
ゆ
る
辛
抱
は
、
た
だ
若
君
が
大
事
ぞ
と
涙

一
滴
目
に
も
た
ぬ
、
男
ま
さ
り
の
政
岡
が
忠

義
は
先
代
末
代
ま
で
、
ま
た
あ
る
ま
じ
き
烈

女
の
鑑
、
今
に
そ
の
名
は
芳
し
き
。

せ
し
千
松
、
御
成
敗
は
お
家
の
お
為
。

八
汐　

ム
ム
、
ス
リ
ャ
こ
れ
で
も
こ
な
た
、

な
ん
と
も
な
い
か
。
こ
れ
で
も
か
、

こ
れ
で
も
か
。

〽
な
ぶ
り
殺
し
に
千
松
が
苦
し
む
声
の
肝
先

へ
、
こ
た
ゆ
る
つ
ら
さ
、
無
念
さ
を
じ
っ
と

堪
ゆ
る
辛
抱
は
、
た
だ
若
君
が
大
事
ぞ
と
涙

一
滴
目
に
も
た
ぬ
、
男
ま
さ
り
の
政
岡
が
忠

義
は
先
代
末
代
ま
で
、
ま
た
あ
る
ま
じ
き
烈

女
の
鑑
、
今
に
そ
の
名
は
芳
し
き
。
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冒
頭
の
竹
本
「
跡
先
見
廻
し
栄
御
前
、
政
岡
が
そ
ば
に
す
り
寄
っ
て
」
は
、
現
行
と
歌

扇
と
で
一
致
し
て
い
る
。
栄
御
前
の
「
成
就
し
て
さ
ぞ
満
足
」
の
セ
リ
フ
が
歌
扇
で
は

「
成
就
し
て
さ
ぞ
悦
び
」、
政
岡
の
セ
リ
フ
、
現
行
の
「
何
と
御
意
遊
ば
す
」
が
歌
扇
で
は

「
何
と
お
っ
し
ゃ
る
」
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
歌
扇
の
録
音
が
浄
瑠
璃
の
テ
ク

ス
ト
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
、
現
行
歌
舞
伎
で
は
連
判
状
を
渡
す
セ
リ
フ
（
1
）

と
な
る
が
、歌
扇
の
場
合
は
（
2
）
と
し
て
四
角
で
囲
っ
た
セ
リ
フ
と
な
る
。
浄
瑠
璃
に

も
「
ア
ア
イ
ヤ
モ
隠
す
に
及
ぬ
。
東
西
わ
か
ぬ
内
よ
り
も
、
取
替
置
し
そ
な
た
の
子
の
、

鶴
喜
代
が
身
に
恙
な
ふ
。
義
綱
の
誠
の
躮
、
千
松
が
此
最
期
。
嘸
本
望
で
あ
ら
ふ
の
ふ
。

（
中
略
）
そ
な
た
の
顔
色
替
ら
ぬ
は
、
取
替
子
に
相
違
は
な
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌

扇
の
セ
リ
フ
は
す
べ
て
浄
瑠
璃
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。ち
な
み
に
右
の
浄
瑠

璃
の
引
用
で
（
中
略
）
と
し
た
部
分
に
は
、「
も
し
や
と
思
い
最
前
か
ら
窺
ふ
て
み
る
と

こ
ろ
、
血
筋
の
子
の
苦
し
み
を
、
何
ぼ
気
強
い
親
々
で
も
こ
た
へ
ら
る
る
も
の
じ
ゃ
な

い
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
含
ま
れ
、現
行
歌
舞
伎
が
こ
れ
を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に

つ
い
て
他
の
役
者
の
記
録
を
見
て
み
る
と
、六
世
梅
幸
や
市
川
九
女
八
は
現
行
と
も
歌
扇

と
も
異
な
り
、
省
略
な
く
浄
瑠
璃
の
テ
ク
ス
ト
と
共
通
の
詞
章
（「
取
替
子
に
相
違
は
な

い
」
ま
で
）
を
竹
本
に
使
っ
て
い
る
〔
九
女
八　

一
九
一
一
〕・〔
鈍
太
郎　

一
九
一
六
〕。

た
だ
、
と
も
に
連
判
状
を
渡
す
件
は
あ
り
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
現
行
歌
舞
伎
と
共
通

す
る
部
分
が
多
い
。

栄
御
前
の
入
り
部
分
に
つ
い
て
は
、連
判
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
か
否
か
で
人
物
の
動

き
や
段
取
り
に
違
い
が
出
る
も
の
の
、テ
ク
ス
ト
の
内
容
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異

は
な
い
と
言
え
よ
う
。「
栄
（
御
前
）
様
の
お
発
ち
」
云
々
の
や
り
と
り
が
、
現
行
で
は

「
ひ
と
り
飲
み
込
み
」
の
竹
本
の
前
に
置
か
れ
る
の
に
対
し
（
3
）、歌
扇
で
は
途
中
に
挿

入
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
（
4
）、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
差
異
と
も
思
わ
れ
な
い
。
竹

本
の
末
尾
の
詞
章
に
「
立
ち
帰
る
」
と
「
帰
ら
る
る
」
の
違
い
が
あ
る
が
、こ
こ
は
「
帰

ら
る
る
」と
い
う
歌
扇
の
テ
ク
ス
ト
が
浄
瑠
璃
と
一
致
し
て
い
る
。
五
世
歌
右
衛
門
の
舞

台
で
は
「
帰
ら
る
る
」
と
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
〔
歌
右
衛
門　

一
九
五
〇
〕。

表
2
―
3
「
栄
御
前
と
の
や
り
と
り
と
栄
御
前
の
入
り
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
二
年
）

中
村
歌
右
衛
門（
一
九
八
三
年
・
一
九
八
八
年
）

〽
跡
先
見
廻
し
栄
御
前
、
政
岡
が
そ
ば
に
す

り
寄
っ
て

栄　
　

政
岡
近
う
。

政
岡　

ハ
ァ
ー
。

栄　
　

  

年
頃
仕
込
み
し
そ
な
た
の
願
望
成
就

し
て
、
さ
ぞ
悦
び
で
あ
ろ
う
の
う
。

政
岡　

な
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
。

栄　
　

  

い
や
、
隠
す
に
及
ば
ぬ
。
東
西
わ
か

ぬ
う
ち
よ
り
も
、取
り
替
え
置
き
し
、

そ
な
た
の
子
、
鶴
千
代
が
身
に
恙
な

う
。
吉
綱
の
誠
の
倅
、
千
松
の
こ
の

最
期
。
さ
ぞ
本
望
で
あ
ろ
う
の
う
。

そ
な
た
の
顔
色
変
わ
ら
ぬ
は
、
取
り

替
え
子
に
相
違
な
い
。
諸
事
、
我
が

夫
の
指
図
あ
ら
ん
。

 

（
２
）

政
岡　

何
事
も

栄　
　

必
ず
人
に
悟
ら
れ
ま
い
ぞ

〽
ひ
と
り
の
み
込
み
ゆ
う
ゆ
う
と

政
岡　

栄
様
の
お
発
ち 

（
４
）

栄　
　

あ
あ
イ
ヤ
、
そ
の
ま
ま
そ
の
ま
ま

〽
館
を
さ
し
て
帰
ら
る
る
。

〽
跡
先
見
廻
し
栄
御
前
、
政
岡
が
そ
ば
に
す

り
寄
っ
て

栄　
　

政
岡
近
う
。

政
岡　

ハ
ァ
ー
。

栄　
　

  

年
頃
仕
込
み
し
そ
な
た
の
願
望
成
就

し
て
、
さ
ぞ
満
足
で
あ
ろ
う
の
う
。

政
岡　

な
ん
と
御
意
遊
ば
す
。

栄　
　

  

隠
す
に
及
ば
ぬ
。
東
西
分
か
ぬ
内
よ

り
も
取
り
替
え
子
と
云
う
事
は
、
と

く
よ
り
そ
れ
と
知
っ
た
れ
ど
も
、
も

し
や
と
思
い
、
最
前
か
ら
始
終
の
様

子
窺
う
と
こ
ろ
、
血
を
分
け
た
我
が

子
の
苦
し
み
、
な
ん
ぼ
気
強
い
親
々

で
も
、堪
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

慥
か
な
証
拠
を
見
る
上
は
そ
な
た
に

見
す
る
一
品
あ
り
。

栄　
　

  
サ
、
披
見
し
や

政
岡　

  

ハ
ァ
ー
。
ヤ
ァ
、
コ
リ
ャ
、
鬼
貫
公

を
始
め
と
し
て
家
中
の
諸
武
士
は
過

半
お
味
方
。

栄　
　

  

ア
ア
、
コ
レ
密
か
に
〳
〵
。
何
か
の

事
は
八
汐
に
言
い
付
け
お
い
た
れ

ば
、
万
事
よ
し
な
に
。

政
岡　

ア
、
シ
テ
こ
の
品
は
。

栄　
　

そ
な
た
に
し
か
と
預
け
お
く
ぞ
よ
。

政
岡　

  

ス
リ
ャ
、
こ
の
連
判
を
私
に
、
あ
の

私
に
。
し
か
と
お
預
か
り
申
し
ま
す

る
。

栄　
　

  

妾
は
こ
れ
よ
り
立
ち
帰
り
、
こ
の
場

の
様
子
を
申
し
上
げ
ん
。

 

（
１
）

政
岡　

し
ば
ら
く
〳
〵
。

政
岡　

栄
御
前
様
の
お
立
ち 

（
３
） 

腰
元
（
一
）　

ハ
ァ
ー
。

栄　
　

政
岡
近
う
。

政
岡　

ハ
ァ
ー
。

栄　
　

  

必
ず
人
に
悟
ら
れ
ま
い
ぞ
や

〽
ひ
と
り
の
み
込
み
ゆ
う
ゆ
う
と
、
館
を
さ

し
て
立
ち
帰
る
。
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（
四
十
三
）

政
岡
の
ク
ド
キ

つ
づ
い
て
「
御
殿
の
段
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
中
心
で
あ
る
政
岡
の
ク
ド
キ
を

見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
現
行
を
下
敷
き
に
し
て
歌
扇
の
録
音
と
の
差
異
を
【
表
2
―

4
】
に
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
説
明
の
た
め
に
全
体
を
六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
最
上

欄
に
1
〜
6
の
番
号
を
ふ
っ
た
。

表
2
―
4
「
政
岡
の
ク
ド
キ
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
二
年
）

中
村
歌
右
衛
門（
一
九
八
三
年
・
一
九
八
八
年
）

1234

〽
跡
に
は
ひ
と
り
政
岡
が
、
奥
口
伺
い
伺

い
て
、
我
が
子
の
死
骸
う
ち
見
や
り
、
堪

え
堪
え
し
悲
し
さ
を
一
度
に
わ
っ
と
溜

涙
、
せ
き
入
り
せ
き
上
げ
嘆
き
し
が

政
岡　

こ
れ
千
松
、
よ
う
死
ん
で
た
も
っ

た
、
で
か
し
ゃ
っ
た
、
で
か
し
ゃ
っ
た
よ

の
う
。
そ
な
た
が
命
捨
て
た
の
で
、
邪
知

深
い
栄
御
前
、取
り
替
え
子
と
思
い
違
い
、

己
の
企
み
打
ち
明
け
し
も
、
親
子
の
者
の

忠
心
を
神
や
仏
も
憐
れ
み
て
、
鶴
喜
代
君

の
御
武
運
を
守
ら
せ
給
う
か
。
有
難
や

な
ぁ
。

こ
れ
と
い
う
の
も
こ
の
母
が
常
々
教
え
お

い
た
こ
と
、
幼
な
心
に
聞
き
分
け
て
、
手

詰
め
に
な
っ
た
毒
薬
を
、
よ
う
試
み
て

給
っ
た
の
う
。
で
か
し
ゃ
っ
た
、
で
か

し
ゃ
っ
た
よ
な
あ
。
こ
れ
千
松
、
そ
な
た

の
命
は
出
羽
奥
州
五
十
四
郡
の
一
家
中
、

所
存
の
ほ
ぞ
を
固
め
さ
す
、
誠
に
国
の

〽
礎
ぞ
や
、

〽
と
云
う
も
の
の
、
可
愛
や
な
あ
、
君
の

御
為
か
ね
て
よ
り
覚
悟
は
極
め
て
い
た
れ

ど
も

〽
跡
に
は
ひ
と
り
政
岡
が
、
奥
口
伺
い
伺

い
て
、
我
が
子
の
死
骸
う
ち
見
や
り
、
堪

え
堪
え
し
悲
し
さ
を
一
度
に
わ
っ
と
溜

涙
、
せ
き
入
り
せ
き
上
げ
嘆
き
し
が

政
岡　

こ
れ
千
松
、よ
う
死
ん
で
く
れ
た
、

で
か
し
ゃ
っ
た
、で
か
し
ゃ
っ
た
よ
の
う
。

そ
な
た
が
命
捨
て
た
の
で
、
邪
知
深
い
栄

御
前
、
取
り
替
え
子
と
思
い
違
い
、
己
の

企
み
打
ち
明
け
て
連
判
ま
で
も
渡
せ
し

は
、
親
子
の
者
の
忠
心
を
神
や
仏
も
憐
れ

み
て
、
鶴
千
代
君
の
御
武
運
を
守
ら
せ
給

う
か
。
チ
ェ
忝
い
、
忝
い
わ
い
の
う
。

こ
れ
と
い
う
の
も
こ
の
母
が
常
々
教
え
お

い
た
こ
と
、
幼
な
心
に
聞
き
分
け
て
、
手

詰
め
に
な
っ
た
毒
薬
を
、
よ
う
試
み
て

給
っ
た
の
う
。
で
か
し
ゃ
っ
た
、
で
か

し
ゃ
っ
た
よ
な
あ
。
こ
れ
千
松
、
そ
な
た

の
命
は
出
羽
奥
州
五
十
四
郡
の
一
家
中
、

所
存
の
ほ
ぞ
を
固
め
さ
す
、
誠
に
国
の

〽
礎
ぞ
や
、

〽
と
云
う
も
の
の
、
可
愛
や
な
あ
、
君
の

御
為
か
ね
て
よ
り
覚
悟
は
極
め
て
い
な
が

ら
も

56

政
岡　

せ
め
て
人
ら
し
い
者
の
手
に
か

か
っ
て
も
死
ぬ
こ
と
か
、
素
性
賤
し
い
銀

兵
衛
が
女
房
づ
れ
の
刃
に
か
か
り
、

〽
な
ぶ
り
殺
し
を
現
在
に
傍
に
見
て
い
る

母
が
気
は

〽
ど
の
よ
う
に
あ
ろ
う

政
岡　

エ
エ
マ
ァ
ど
う
あ
ろ
う
。

政
岡　

思
い
回
せ
ば
こ
の
程
か
ら
、
歐
う

た
唄
に
千
松
が

〽
七
つ
八
つ
か
ら
金
山
へ
、
一
年
待
て
ど

も
ま
だ
見
え
ぬ

政
岡　

二
年
待
て
ど
も
ま
だ
見
え
ぬ
と
、

唄
の
中
な
る
千
松
は
、
待
つ
甲
斐
あ
っ
て

父
母
に
顔
を
ば
見
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

同
じ
名
の
つ
く
千
松
の
こ
な
た
は
百
年

待
っ
た
と
て
、

〽
千
年
万
年
待
っ
た
と
て

〽
な
ん
の
便
り
が
あ
ろ
ぞ
い
な
ぁ
。

政
岡　

三
千
世
界
に
子
を
持
っ
た
親
の
心

は
皆
一
つ
。
子
の
可
愛
さ
に
毒
な
も
の
食

べ
な
と
云
う
て
叱
る
の
に
、
毒
と
見
た
ら

ば
試
み
て
、
死
ん
で
く
れ
よ
と
云
う
よ
う

な
強
欲
非
道
な
母
親
が
、
ま
た
一
人
あ
る

も
の
ぞ
。

〽
武
士
の
胤
に
生
ま
れ
た
は
果
報
か

政
岡　

因
果
か

〽
い
じ
ら
し
や
。
死
ぬ
る
を
忠
義
と
い
う

こ
と
は
、
い
つ
の
世
か
ら
の
慣
わ
し
ぞ
。

凝
り
固
ま
り
し
鉄
石
心
、
さ
す
が
女
の
愚

に
か
え
り
、
死
骸
に
ひ
し
と
抱
き
つ
き
、

前
後
不
覚
に
嘆
き
し
は
、
理
こ
と
わ
りす
ぎ
て
道
理

な
り
。

政
岡　

せ
め
て
人
ら
し
い
者
の
手
に
か

か
っ
て
も
死
ぬ
こ
と
か
、
人
も
あ
ろ
う
に

弾
正
が
妹
づ
れ
の
刃
に
か
か
り
、

〽
な
ぶ
り
殺
し
を
現
在
に
傍
に
見
て
い
る

母
が
気
は

政
岡　

ど
の
よ
う
に
あ
ろ
う

〽
エ
エ
マ
ァ
ど
う
あ
ろ
う
。

政
岡　

思
い
回
せ
ば
こ
の
程
か
ら
、
歐
う

た
唄
に
千
松
が

〽
七
つ
八
つ
か
ら
金
山
へ
、
一
年
待
て
ど

も
ま
だ
見
え
ぬ

政
岡　

二
年
待
て
ど
も
ま
だ
見
え
ぬ
と
、

唄
の
中
な
る
千
松
は
、
待
つ
甲
斐
あ
っ
て

父
母
に
顔
を
ば
見
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

同
じ
名
の
つ
く
千
松
の
こ
な
た
は
百
年

待
っ
た
と
て
、

政
岡　

千
年
万
年
待
っ
た
と
て

〽
な
ん
の
便
り
が
あ
ろ
ぞ
い
な
ぁ
。

政
岡　

三
千
世
界
に
子
を
持
っ
た
親
の
心

は
皆
一
つ
。
子
の
可
愛
さ
に
毒
な
も
の
食

べ
な
と
云
う
て
叱
る
の
に
、
毒
と
見
た
ら

ば
試
み
て
、
死
ん
で
く
れ
よ
と
云
う
よ
う

な
強
欲
非
道
な
母
親
が
、
ま
た
一
人
あ
る

も
の
ぞ
。

〽
武
士
の
胤
に
生
ま
れ
た
は
果
報
か

政
岡　

因
果
か

〽
い
じ
ら
し
や
。
死
ぬ
る
を
忠
義
と
い
う

こ
と
は
、
い
つ
の
世
か
ら
の
慣
わ
し
ぞ
。

凝
り
固
ま
り
し
鉄
石
心
、
さ
す
が
女
の
愚

に
か
え
り
、
死
骸
に
ひ
し
と
抱
き
つ
き
、

前
後
不
覚
に
嘆
き
し
は
、
理
こ
と
わ
りす
ぎ
て
道
理

な
り
。
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（
四
十
四
）

1
と
3
の
部
分
に
は
、
大
幅
な
省
略
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
先
述
の

省
略
と
同
様
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
録
音
の
特
性
に
因
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
省
略
箇
所
を

指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く
。
ち
な
み
に
、
五
世
歌
右
衛
門
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
ａ
―
4
）

も
、
省
略
箇
所
は
異
な
る
も
の
の
、
少
し
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
2
の
部
分
に
は
、
栄
御
前

が
連
判
状
を
渡
す
件
の
有
無
に
よ
っ
て
、「
己
の
企
み
打
ち
明
け
て
連
判
ま
で
も
渡
せ
し

は
」（
現
行
）・「
己
の
企
み
打
ち
明
け
し
も
」（
歌
扇
）
の
違
い
が
出
て
い
る
。
他
の
役
者

の
録
音
で
は
六
世
梅
幸
（
ａ
―
3
）
が
、歌
扇
と
同
じ
テ
ク
ス
ト
を
用
い
て
い
た
。
そ
の

ほ
か
、「
死
ん
で
く
れ
た
」（
現
行
）・「
死
ん
で
た
も
っ
た
」（
歌
扇
）、「
チ
ェ
忝
い
、
忝

い
わ
い
の
う
」（
現
行
）・「
有
り
難
た
や
な
ぁ
」（
歌
扇
）
な
ど
は
細
か
な
違
い
で
あ
る

が
、現
行
の
「
死
ん
で
く
れ
た
」
と
歌
扇
の
「
有
難
や
」
が
浄
瑠
璃
の
テ
ク
ス
ト
と
一
致

し
て
い
る
。
若
君
の
名
は
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
と
も
に
元
は
鶴
喜
代
で
あ
る
。

次
に
4
の
部
分
。
こ
こ
で
は
、
八
汐
に
つ
い
て
の
「
弾
正
が
妹
づ
れ
」（
現
行
）・「
銀

兵
衛
が
女
房
づ
れ
」（
歌
扇
）
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
現
行
歌
舞
伎
で
は
、
八
汐
は
お

家
騒
動
の
首
謀
者
で
あ
る
仁
木
弾
正
の
妹
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で「
人
も
あ
ろ

う
に
弾
正
が
妹
づ
れ
」
と
な
る
が
、
浄
瑠
璃
で
は
「
素
性
賤
し
い
銀
兵
衛
が
女
房
づ
れ
」

で
あ
り
、
歌
扇
は
浄
瑠
璃
に
倣
っ
て
い
る
。
ま
た
、
4
の
後
半
に
は
竹
本
と
セ
リ
フ
の
掛

合
に
お
け
る
違
い
が
あ
る
。「
ど
の
よ
う
に
あ
ろ
う
」
は
現
行
歌
舞
伎
で
は
政
岡
の
セ
リ

フ
と
な
っ
て
い
る
が
、
歌
扇
の
録
音
で
は
竹
本
に
語
ら
せ
て
お
り
、「
エ
エ
ま
あ
ど
う
あ

ろ
う
」
は
逆
に
歌
扇
の
録
音
で
は
セ
リ
フ
で
、現
行
歌
舞
伎
で
は
竹
本
の
語
り
で
聴
か
せ

る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
現
行
と
の
相
違
は
歌
扇
の
二
種
の
録
音
で
一
致
し
て
い
た
た
め
、

当
時
歌
扇
が
演
じ
て
い
た
演
出
と
推
測
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
5
の
部
分
で
も
、

現
行
で
は
「
千
年
万
年
待
っ
た
と
て
」
と
政
岡
の
セ
リ
フ
に
な
る
と
こ
ろ
を
、歌
扇
の
録

音
で
は
竹
本
が
語
っ
て
い
る
。終
盤
の
6
の
部
分
に
は
現
行
と
歌
扇
と
の
間
に
違
い
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

政
岡
の
ク
ド
キ
を
収
め
る
六
世
梅
幸
と
五
世
歌
右
衛
門
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
聞
い
て

み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
部
分
で
現
行
の
六
世
歌
右
衛
門
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る（6）
。
こ
の

こ
と
は
、
五
世
歌
右
衛
門
の
『
魁
玉
夜
話
』
や
、
梅
幸
の
「
見
た
ま
ま
」（
大
正
五
年
）

〔
鈍
太
郎　

一
九
一
六
〕
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
六
世
梅
幸
に
習
っ
た
と
い
う
帝

劇
女
優
の
河
村
菊
枝
は
仁
木
の
妹
と
し
て
八
汐
を
演
じ
て
い
る
が
〔
河
村　

一
九
一
四（7）
〕、

女
役
者
の
市
川
九
女
八
は
、八
汐
を
「
素
性
賤
し
い
銀
兵
衛
が
女
房
づ
れ
」
と
す
る
〔
九

女
八　

一
九
一
一（8）
〕。
片
岡
我
童
（
の
ち
の
十
二
代
目
仁
左
衛
門
）
に
よ
れ
ば
、
関
西
で

は
昭
和
に
入
っ
て
も
「
銀
兵
衛
が
妻
八
汐
」
と
言
っ
た
ら
し
い
〔
我
童　

一
九
三
一
〕。

以
上
、
相
違
点
ば
か
り
を
挙
げ
た
が
、
全
体
的
に
は
現
行
歌
舞
伎
の
ク
ド
キ
と
歌
扇
の

ク
ド
キ
と
で
は
、共
通
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。
と
り
わ
け
ク
ド
キ
の
後
半
で
は
相
違
点

は
少
な
い
。
だ
が
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
の
う
ち
、
歌
扇
の
テ
ク
ス
ト
に
浄
瑠
璃
と
の
共

通
点
が
多
い
こ
と
、
竹
本
と
セ
リ
フ
の
掛
合
に
違
い
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
お

き
た
い
。

八
汐
討
伐
と
幕
切

最
後
に
、
政
岡
が
八
汐
を
討
ち
、
幕
切
と
な
る
（
多
く
の
場
合
「
床
下
」
へ
と
進
む
）

場
面
で
あ
る
。

【
表
2
―
5
】
に
表
し
た
よ
う
に
、
現
行
歌
舞
伎
で
は
、
政
岡
の
ク
ド
キ
が
終
わ
る
と

す
ぐ
に
八
汐
が
登
場
し
、政
岡
に
討
た
れ
る
。
栄
御
前
か
ら
得
た
連
判
状
を
鼠
（
仁
木
弾

表
2
―
5
「
八
汐
討
伐
と
幕
切
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
二
年
）

中
村
歌
右
衛
門
（
一
九
八
三
年
・
一
九
八
八

年
）

〽
後
ろ
に
す
っ
く
と
八
汐
が
大
声

八
汐　

こ
っ
ち
の
工
み
の
妨
げ
女
、
己
れ
も

生
け
て
は
お
か
れ
ぬ
ぞ

政
岡　

お
家
の
仇
、
我
が
子
の
敵
、
天
命
思

い
知
っ
た
る
か

〽
（
聞
き
取
れ
ず
）

八
汐　

政
岡
、
覚
悟

政
岡　

ヤ
ヤ
、
詮
議
の
た
ね
の
一
巻
を

腰
元
（
一
）　

鼠
が
加
え
て

皆
　々

あ
れ
〳
〵
〳
〵

沖
の
井　

女
な
が
ら
謀
反
の
片
わ
れ

政
岡　

我
が
子
の
敵

松
島　

お
家
の
仇

政
岡　

天
命
思
い
、
知
っ
た
る
か
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正
）
が
持
ち
去
る
件
が
あ
っ
て
、政
岡
と
そ
れ
に
味
方
す
る
女
性
た
ち
の
セ
リ
フ
で
終
わ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
歌
扇
の
場
合
に
は
、
竹
本
の
「
後
ろ
に
す
っ
く
と
八
汐
が
大
声
」

で
八
汐
が
登
場
し
、
政
岡
に
討
た
れ
る
。
栄
御
前
と
の
連
判
状
の
や
り
と
り
は
な
い
た

め
、
鼠
は
登
場
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
幕
と
な
る
。

人
形
浄
瑠
璃
で
は
、こ
こ
に
小
槇
と
い
う
女
性
が
悪
事
の
証
人
と
し
て
現
れ
る
の
で
か

な
り
様
相
が
異
な
る
が（9）
、歌
扇
の
録
音
に
あ
る
「
後
ろ
に
す
っ
く
と
八
汐
が
大
声
」
と
い

う
竹
本
の
詞
章
や
「
こ
っ
ち
の
工
み
の
妨
女
、己
も
生
て
は
置
れ
ぬ
」
と
い
う
セ
リ
フ
は

浄
瑠
璃
の
テ
ク
ス
ト
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
お
家
の
仇
、
我
が
子
の
敵
、
天

命
思
い
知
っ
た
る
か
」
の
セ
リ
フ
は
歌
舞
伎
に
因
る
も
の
（
現
行
で
は
政
岡
と
松
島
の
セ

リ
フ
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
九
女
八
の
場
合
に
は
「
後
ろ
に
す
っ
く
と
八
汐
が
大
声
」

で
八
汐
が
現
れ
る
が
、
そ
の
後
の
運
び
は
現
行
歌
舞
伎
と
同
じ
で
あ
る
〔
九
女
八

一
九
一
一
〕。
六
世
梅
幸
は
現
行
と
完
全
に
一
致
す
る
（
ａ
―
3
）〔
鈍
太
郎

一
九
一
六
〕。

3　
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』

『
恋
女
房
染
分
手
綱
』「
重
の
井
子
別
れ
」
の
録
音

子
役
の
演
技
が
涙
を
誘
う
こ
の
場
面
は
「
重
の
井
子
別
れ
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
大

歌
舞
伎
は
も
と
よ
り
も
む
し
ろ
小
芝
居
で
非
常
に
人
気
が
高
か
っ
た
ら
し
い
。【
表
1
―

1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
歌
扇
の
録
音
は
三
種
類
が
売
り
出
さ

れ
て
い
る
。
Ｂ
―
1
の
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
、
Ｂ
―
2
と
し
た
ポ
リ
ド
ー
ル
、
Ｂ
―
3
の
タ
イ

ヘ
イ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
録
音
箇
所
を
示
す
。

ス
タ
ン
ダ
ア
ド

　

三
吉
の
出
（
登
場
）
↓
双
六
遊
び
↓
三
吉
の
生
い
立
ち
↓
子
別
れ
↓
幕
切

ポ
リ
ド
ー
ル

　

三
吉
の
生
い
立
ち
↓
子
別
れ
↓
幕
切

タ
イ
ヘ
イ

　

幕
明
↓
三
吉
の
出
（
登
場
）
↓
双
六
遊
び
↓
三
吉
の
生
い
立
ち
↓
子
別
れ
↓
幕
切

な
お
、
Ｂ
―
3
の
タ
イ
ヘ
イ
の
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
で
は
出
演
者
が
わ
か
っ
て
い
る（10）
。

中
村
歌
扇
（
乳
人
政
岡
）、
中
村
扇
丸
（
三
吉
）、
坂
東
八
重
之
丞
（
腰
元
若
菜
）、
竹
本

が
竹
本
音
女
太
夫
、
三
味
線
鶴
沢
八
重
蔵
、
囃
子
に
望
月
社
中
と
あ
る
。
扇
丸
と
音
女
太

夫
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
八
重
蔵
は
昭
和
七
年
の
ラ

ジ
オ
放
送
に
も
出
演
し
て
い
る
（『
読
売
新
聞
』）。
ま
た
、坂
東
八
重
之
丞
は
昭
和
七
、八

年
の
寿
座
で
歌
扇
と
頻
繁
に
共
演
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、【
一
】
三
吉
の
出
、【
二
】
双
六
遊
び
、【
三
】
三
吉
の
生
い
立
ち
、【
四
】

子
別
れ
、[

五
】
幕
切
の
順
に
検
証
す
る
。
本
作
品
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
歌
扇
の
も
の
し

か
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、こ
こ
で
は
音
源
資
料
に
よ
る
比
較
は
現
行
歌
舞
伎
の
み

と
す
る
。
現
行
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
歌
舞
伎
座
の
上
演
（
重
の
井
：

七
世
中
村
芝
翫
・
三
吉
：
中
村
国
生
）
を
参
考
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
作
品
に
つ
い
て

は
、『
伽
羅
先
代
萩
』
と
違
い
、
現
行
の
歌
舞
伎
で
も
上
演
ご
と
の
差
異
が
大
き
い（11）
。
そ

の
た
め
、
テ
ク
ス
ト
を
細
か
く
比
較
す
る
こ
と
は
避
け
、
重
要
な
点
の
み
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
す
る
。
同
時
代
の
大
歌
舞
伎
の
演
出
に
つ
い
て
は
、演
劇
雑
誌
等
の
記
録
を
用
い

て
検
証
し
た
い
。

三
吉
の
出
（
登
場
）

東
国
へ
の
輿
入
れ
を
拒
む
姫
の
ご
機
嫌
を
直
す
た
め
に
馬
士
の
三
吉
が
呼
ば
れ
、花
道

か
ら
三
吉
の
出
と
な
る
。
こ
の
部
分
は
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
（
Ｂ
―
1
）
と
タ
イ
ヘ
イ
（
Ｂ
―

3
）
の
録
音
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、『
先
代
萩
』
と
同
様
に
、
現
行
歌
舞
伎
の
テ

ク
ス
ト
と
の
比
較
に
よ
っ
て
歌
扇
の
テ
ク
ス
ト
を
明
ら
か
に
す
る
。
た
だ
し
、歌
扇
の
録

音
に
は
省
略
部
分
も
多
く
、
現
行
と
の
差
異
が
大
き
い
た
め
、
表
に
し
て
示
し
た
上
で
、

重
要
と
思
わ
れ
る
相
違
点
の
み
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
、『
先
代
萩
』
と

異
な
り
、
本
文
で
触
れ
る
点
の
み
を
網
掛
け
で
示
し
、
各
表
の
最
上
部
に
番
号
を
ふ
っ
て



177

（
四
十
六
）

示
し
た
（
以
下
、
同
）。

こ
の
部
分
、歌
扇
の
録
音
と
現
行
歌
舞
伎
と
の
間
に
は
違
い
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の

だ
が
、
歌
扇
の
二
種
の
録
音
、
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
（
Ｂ
―
1
）
と
タ
イ
ヘ
イ
（
Ｂ
―
3
）
と

は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
幕
明
に
使
わ
れ
て
い
る
黒
御

の
琴
唄〈
逢
瀬
嬉
し
き
〉が
、

前
者
は
〽
逢
瀬
嬉
し
き
」
ま
で
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
そ
れ
に
続
く
〽
添
い
寝
の

枕
」
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
唯
一
の
違
い
と
言
っ
て
も
よ
い
。
と
は
い
え
、竹
本

の
太
夫
の
語
り
口
や
役
者
の
セ
リ
フ
廻
し
に
は
違
い
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、別
録
音
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

さ
て
、【
表
3
―
1
】
に
示
し
た
中
で
、
現
行
と
の
違
い
で
着
目
し
て
お
き
た
い
の
は

次
の
二
点
で
あ
る
。
初
め
に
（
1
）、三
吉
の
出
の
竹
本
の
テ
ク
ス
ト
が
、現
行
で
は
「
ア

イ
と
答
え
て
馬
方
が
、
糸
鬢
天あ

た
ま窓
の
こ
ま
せ
者
、
大
和
育
ち
と
知
ら
れ
け
る
」
で
あ
る
の

に
対
し
、
歌
扇
録
音
で
は
「
ア
イ
と
答
え
て
馬
方
が
、
片
肌
脱
い
で
捌
き
髪
、
腰
に
草わ
ら
ん
ず鞋
、

竹
煙
管
、
大
和
育
ち
と
見
え
に
け
る
」
と
語
っ
て
い
て
、
三
吉
の
容
姿
の
形
容
が
異
な
っ

て
い
る
。
現
行
で
は
、三
吉
が
片
肌
を
脱
い
で
襦
袢
を
見
せ
る
の
は
幕
切
近
く
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、テ
ク
ス
ト
の
変
更
が
生
じ
た
か
。
続
く
三
吉
の
セ
リ

フ
に
も
違
い
が
あ
る
（
2
）。
現
行
で
は
「
今
門
前
で
遊
ん
で
い
た
ら
、
人
呼
び
廻
っ
て

何
の
こ
と
」
と
あ
る
部
分
が
、
歌
扇
の
録
音
で
は
、「
今
朋
輩
衆
と
賭
け
事
し
て
沓
の
銭

ほ
ど
し
て
こ
ま
そ
う
と
思
う
た
に
、人
呼
び
廻
っ
て
何
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
歌
扇

の
方
が
三
吉
の
馬
方
と
し
て
の
育
ち
が
強
調
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。そ

の
他
、（
3
）
に
示
し
た
よ
う
に
竹
本
の
「
御
前
間
近
く
う
ち
通
る
（
進
み
寄
る
）」
の
位

重
の
井　

い
た
い
け
な
利
口
者
。
し
て
年

は
い
く
つ
、
名
は
何
と
い
や
る

三
吉　

ア
イ
、年
は
十
一
、五
つ
の
年
か
ら

馬
追
う
て
、
一
代
若
衆
に
え
な
ら
ず
、
生

え
抜
き
の
念
者
、
と
こ
ろ
で
俺
の
名
は　

自
然
生
の
三
吉
と
、
コ
レ
、
い
い
や
ん
す

　

重
の
井　

て
も
よ
い
名
じ
ゃ
の
う
。
今

聞
け
ば
、
道
中
双
六
と
や
ら
持
っ
て
い
や

る
と
の
こ
と
。
早
う
こ
れ
へ
出
し
て
、
姫

君
様
の
御
慰
み
。
そ
れ
、
若
菜
殿

若
菜　

そ
な
子
、
こ
れ
へ
来
や
、
こ
れ
へ

来
や

三
吉　

ア
イ
。

〽　

御
前
間
近
く
進
み
寄
る（
進
み
寄
り
）

〽　

重
の
井
は
そ
れ
と
見
て

重
の
井　

見
れ
ば
い
た
い
け
な
利
口
者
。

船
頭
馬
方
お
乳
の
人
、
こ
ち
も
そ
ち
ら
と

同
じ
こ
と
。
し
て
、
年
は
い
く
つ
、
名
は

何
と
い
や
る
ぞ
。

三
吉　

ア
イ
、年
は
十
一
、五
つ
の
年
か
ら

馬
追
う
て
、
一
代
若
衆
に
え
な
ら
ず
、
生

え
抜
き
の
念
者
、
そ
こ
で
俺
の
名
は　

自

然
生
の
三
吉
と
、
コ
レ
、
い
い
や
ん
す

重
の
井　

ほ
ん
に
ま
あ
よ
い
名
じ
ゃ
な

あ
。
聞
け
ば
、
道
中
双
六
と
や
ら
を
持
っ

て
い
や
る
げ
な
。
苦
し
う
な
い
、
こ
れ
へ

出
し
て
、
姫
君
様
の
御
慰
み
。

若
菜　

さ
あ
さ
あ
、
持
っ
て
い
る
双
六
を

早
く
こ
れ
へ
出
し
ゃ
い
の
う
。

三
吉　

合
点
だ
。

表
3
―
1
「
三
吉
の
出
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
一
年
（
タ
イ
ヘ
イ
）

一
九
三
二
年
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
））

中
村
芝
翫
（
二
〇
〇
四
年
）

123

若
菜　

お
次
に
控
え
し
馬
方
、
急
い
で
こ

れ
へ
。

三
吉　

ア
イ
。

〽　

ア
イ
と
答
え
て
馬
方
が
、
片
肌
脱
い

で
捌
き
髪
、
腰
に
草わ
ら
ん
ず鞋
、
竹
煙
管
、
大
和

育
ち
と
見
え
に
け
る
。

三
吉　

や
れ
や
れ
姉
様
た
ち
、
あ
だ
っ
ぼ

こ
し
も
ね
ぇ
、
今
門
前
で
朋
輩
衆
と
賭
け

事
し
て
、
沓
の
銭
ほ
ど
し
て
こ
ま
そ
う
と

思
う
た
に
、
人
呼
び
廻
っ
て
何
で
あ
る
、

き
り
き
り
乗
ら
ん
せ
、
馬
や
ろ
馬
や
ろ

〽
馬
や
ろ
か
い
な
と
、
つ
こ
う
ど
な
る

若
菜　

お
次
に
控
え
し
幼
き
馬
子
、
姫
君

様
の
お
召
し
、
急
い
で
こ
れ
へ
。

三
吉　

ア
イ
、
ア
イ
。

〽　

ア
イ
と
答
え
て
馬
方
が
、
糸
び
ん
頭

の
こ
ま
せ
者
、大
和
育
ち
と
知
ら
れ
け
る
。

三
吉　

や
れ
や
れ
姉
様
た
ち
、
あ
だ
っ
ぼ

こ
し
も
ね
ぇ
、今
門
前
で
遊
ん
で
い
た
ら
、

人
呼
び
廻
っ
て
何
の
こ
と
、
き
り
き
り
乗

ら
ん
せ
、
馬
や
ろ
馬
や
ろ
。

〽　

馬
や
ろ
か
い
の
と
、つ
こ
う
ど
な
る
。

家
老　

利
口
そ
う
な
子
じ
ゃ
、
サ
ア
、
こ

れ
へ
来
い
、
此
れ
へ
来
い
。

三
吉　

ア
イ
、
ア
イ

〽　

御
前
間
近
く
う
ち
通
る
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置
が
異
な
っ
て
い
る
。
現
行
で
は
、こ
の
竹
本
は
三
吉
が
花
道
か
ら
本
舞
台
へ
移
動
す
る

の
と
対
応
し
て
い
る
が
、
歌
扇
の
場
合
は
、
三
吉
の
年
齢
や
年
を
問
う
や
り
と
り
を
花
道

で
行
っ
た
も
の
か
。
録
音
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

双
六
遊
び

三
吉
が
持
参
し
た
双
六
に
重
の
井
、
調
姫
、
腰
元
ら
が
三
吉
と
と
も
に
興
じ
、
姫
の
ご

機
嫌
が
直
る
件
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
現
行
と
比
べ
て
か
な
り
省
略
さ
れ
て
い
る
た

め
、
現
行
歌
舞
伎
の
テ
ク
ス
ト
は
一
部
略
し
て
記
す
。

表
3
―
2
「
双
六
遊
び
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
一
年
（
タ
イ
ヘ
イ
）

一
九
三
二
年
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
））

中
村
芝
翫
（
二
〇
〇
四
年
）

1

若
菜　

そ
う
し
て
こ
の
双
六
と
や
ら
は
ど

う
す
る
の
じ
ゃ
え
。

三
吉　

こ
り
ゃ
こ
う
す
る
の
じ
ゃ
。
め
い

め
い
に
印
を
出
し
て
、
こ
の
賽
を
こ
う
投

げ
て
、
賽
の
目
次
第
に
数
え
て
上
が
る
の

じ
ゃ
。

若
菜　

ほ
ん
に
こ
れ
は
面
白
そ
う
だ
。
さ

あ
さ
あ
双
六
の
始
ま
り
始
ま
り
。

　
　
　
（
黒
御

合
方（
タ
イ
ヘ
イ
の
み
））

 

若
菜　

お
お
、
姫
君
様
の
お
上
が
り
じ
ゃ

（
タ
イ
ヘ
イ
の
み
）

〽　

ま
ず
先
駆
け
の
御
姫
様
、
花
の
お

江
戸
へ
着
き
給
ふ
。
幸
い
あ
り
け
る
道

中
と
、
ど
っ
と
興
に
ぞ
入
り
に
け
る

　
　
　
（
略　

一
同
が
双
六
に
集
ま
る
―

セ
リ
フ
）

腰
元　

そ
う
し
て
こ
の
双
六
と
や
ら
は
ど

う
す
る
の
じ
ゃ
え
。

三
吉　

こ
り
ゃ
こ
う
す
る
の
じ
ゃ
。
め
い

め
い
に
印
を
出
し
て
、
こ
の
賽
を
こ
う
投

げ
て
、
目
の
出
た
数
ほ
ど
回
っ
て
、
だ
ん

だ
ん
に
上
が
る
の
じ
ゃ
。

（
略　

皆
で
双
六
を
始
め
る
こ
と
に
な
る

―
セ
リ
フ
）　　

若
葉　

さ
あ
さ
あ
道
中
双
六
の
始
ま
り
始

ま
り
。

　
　
　
（
略　

一
同
双
六
に
興
じ
る
―
竹

本
・
セ
リ
フ
）

〽　

ま
ず
先
駆
け
の
御
姫
様
、
花
の
お
江

戸
へ
着
き
給
ふ
。

若
葉　

お
お
、
姫
君
様
が
お
上
が
り
遊
ば

さ
れ
た
。
姫
君
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
り

ま
す
る
。

2

若
菜　

姫
君
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
り
ま

す
る
。

〽　

お
側
の
衆
に
囃
さ
れ
て
、
幼
な
心
の

姫
君
は

調
姫　

こ
の
様
に
面
白
い
所
と
は
知
ら
な

ん
だ
。
早
う
行
き
た
い
、
行
き
た
い
わ
い

な
ァ
。

重
の
井　

そ
り
ゃ
只
今
の
双
六
が
お
気
に

入
り
、
東
へ
行
こ
う
と
御
意
遊
ば
す
か
。

有
難
う
ご
ざ
り
ま
す
る
。

重
の
井　

さ
あ
、
ま
た
も
や
御
意
の
変
わ

ら
ぬ
う
ち

若
菜　

姫
君
様
に
は
ま
ず

二
人　

入
ら
せ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

〽　

馬
方
は
つ
い
に
見
ぬ
金
の
間
を
う
そ

う
そ
と
覗
き
回
れ
ど
、

の
ほ
か
、
ふ
み

も
習
わ
ぬ
備
後
表

三
吉　

え
え
こ
の
座
敷
は
仰
に
す
べ
っ
て

歩
か
れ
ぬ
。
大
名
の
家
よ
り
も
、
こ
っ
ち

の
家
が
結
構
で
ご
ざ
る
。

〽　

独
り
言
し
て
い
た
り
け
る
。

〽　

お
側
の
衆
に
囃
さ
れ
て
、
幼
な
心
の

姫
君
は

調
姫　

こ
の
様
に
面
白
い
東
と
は
知
ら
な

ん
だ
。
早
う
行
こ
う
、
行
き
た
い
わ
い

な
ァ
。

重
の
井　

マ
ァ
何
と
お
っ
し
ゃ
り
ま
す
。

道
中
双
六
が
御
意
に
叶
い
、
東
へ
行
こ
う

と
御
意
遊
ば
す
か
。
ハ
イ
ハ
イ
〳
〵
、
よ

う
ご
合
点
遊
ば
し
ま
し
た
な
。

弥
惣　

め
で
た
い
、
め
で
た
い
。
さ
あ
、

ま
た
も
や
御
意
の
変
わ
ら
ぬ
う
ち

　
（
略　

重
の
井
、三
吉
を
待
た
せ
る
―
セ

リ
フ
）

重
の
井　

姫
君
様
に
は
ま
ず

一
同　

入
ら
せ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

（
略　

三
吉
馬
乗
り
遊
び
・
家
老
と
―
セ
リ

フ
）

〽　

馬
方
は
つ
い
に
見
ぬ
金
の
間
を
う
そ

う
そ
と
覗
き
回
れ
ど
、

の
ほ
か
、
ふ
み

も
習
わ
ぬ
備
後
表

三
吉　

え
え
こ
の
座
敷
は
仰
に
す
べ
っ
て

歩
か
れ
ぬ
。
大
名
の
家
よ
り
も
、
こ
っ
ち

の
家
が

〽　

結
構
で
ご
ざ
る
と
、
独
り
言
し
て
い

た
り
け
り
。
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歌
扇
の
録
音
が
大
き
く
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、こ
の
部
分
は
現
行
と
の
差

異
は
比
較
的
少
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
違
い
と
し
て
二
点
だ
け
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
、

調
姫
が
双
六
遊
び
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、「
ま
ず
先
駆
け
の
御
姫
様
、
花
の
お
江
戸
へ

着
き
給
う
」
と
い
う
竹
本
が
入
る
が
、歌
扇
の
録
音
で
は
そ
の
あ
と
に
「
幸
い
あ
り
け
る

道
中
と
ど
っ
と
興
に
ぞ
入
り
に
け
る
」
と
続
く
（
1
）。
ま
た
、タ
イ
ヘ
イ
の
録
音
で
は
、

腰
元
若
菜
の
「
姫
君
様
の
お
上
が
り
じ
ゃ
」
と
い
う
セ
リ
フ
が
こ
の
竹
本
の
前
に
置
か
れ

る
が
、現
行
で
は
竹
本
の
あ
と
に
続
く
（
歌
扇
の
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
の
録
音
で
は
こ
の
セ
リ

フ
は
録
音
さ
れ
て
い
な
い
）。
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
違
い
が
あ
る
が
、（
2
）
と
し
た
箇

所
の
み
挙
げ
る
。
舞
台
に
一
人
残
さ
れ
た
三
吉
が
備
後
表
に
す
べ
っ
て
言
う
セ
リ
フ
に
、

「
大
名
の
家
よ
り
も
、
こ
っ
ち
の
家
が
結
構
で
ご
ざ
る
」
と
あ
る
。
現
行
で
は
「
結
構
で

ご
ざ
る
」
か
ら
竹
本
で
と
り
、「
独
り
言
し
て
い
た
り
け
り
」
と
続
く
が
、
歌
扇
の
録
音

で
は
二
点
と
も
に
「
結
構
で
ご
ざ
る
」
ま
で
三
吉
の
セ
リ
フ
と
し
て
い
る
。　

三
吉
の
生
い
立
ち

続
い
て
、
三
吉
が
重
の
井
を
母
と
気
づ
き
、
自
分
の
生
い
立
ち
を
語
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
部
分
で
も
省
略
が
目
立
つ
が
（
こ
こ
で
は
、
大
き
な
省
略
は
「
略
」
と
し
た
が
、
細

か
い
省
略
部
分
は
字
を
薄
く
し
て
示
し
た
）、
そ
れ
を
除
く
と
現
行
と
歌
扇
の
録
音
と
の

違
い
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

表
3
―
3
「
三
吉
の
生
い
立
ち
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
一
年
（
タ
イ
ヘ
イ
）

一
九
三
二
年
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
）
年
代
不

明
（
ポ
リ
ド
ー
ル
））

中
村
芝
翫
（
二
〇
〇
四
年
）

12

〽　

お
乳
の
人
は
大
高
に
、
お
菓
子
さ
ま

ざ
ま
文
庫
に
盛
り
入
れ
、
立
ち
出
で
て
、

（
傍
線
部
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
は
カ
ッ
ト
）

重
の
井　

こ
れ
三
吉
と
や
ら
、
ほ
ん
に
そ

ち
は
健
気
者
。
今
そ
な
た
が
持
っ
て
い

や
っ
た
道
中
双
六
が
御
意
に
叶
い
、
姫
君

様
に
は
東
へ
行
こ
う
と
御
意
遊
ば
す
。
お

上
に
も
ご
機
嫌
。こ
れ
は
御
前
の
お
菓
子
、

我
が
身
に
下
さ
る
ほ
ど
に
有
難
う
頂

き
ゃ
。

道
中
す
が
ら
用
あ
ら
ば
、
お
乳
の
人
重
の

井
に
会
お
う
と
言
や
。
見
れ
ば
見
る
程
良

い
子
じ
ゃ
に
、
馬
方
さ
せ
る
親
の
身
は
、

〽　

ま
あ
よ
く
よ
く
で
あ
ろ
う
ぞ
と
、

〽　

い
と
懇
ろ
の
詞
の
は
し
。
三
吉
つ
く

づ
く
聞
き
す
ま
し
、

三
吉　

由
留
木
殿
の
お
乳
の
人
、
重
の
井

様
と
は
お
前
か
え
。

重
の
井　

あ
い
の
う
。

三
吉　

そ
ん
な
ら
わ
し
の
母
様
じ
ゃ
。

重
の
井　

ア
ア
コ
レ
、
そ
こ
の
慮
外
者
、

馬
方
の
子
は
持
た
ぬ
。（
傍
線
部
ス
タ
ン
ダ

ア
ド
は
「
ア
ノ
こ
こ
な
慮
外
者
」）

〽　

お
乳
の
人
は
大
高
に
、
お
菓
子
さ
ま

ざ
ま
文
庫
に
盛
り
入
れ
、
立
ち
出
で
て
、

重
の
井　

オ
オ
、馬
追
い
の
三
吉
と
や
ら
、

こ
こ
に
か
。
ほ
ん
に
そ
ち
は
健
者
じ
ゃ
。

今
そ
な
た
が
持
っ
て
い
や
っ
た
道
中
双
六

が
御
意
に
叶
い
、
姫
君
様
に
は
東
へ
行
こ

う
と
御
意
遊
ば
す
。
お
上
に
も
ご
機
嫌
。

こ
れ
は
御
前
の
お
菓
子
、
我
が
身
に
下
さ

る
ほ
ど
に
有
難
う
頂
き
ゃ
。

見
れ
ば
見
る
程
良
い
子
じ
ゃ
に
、
馬
方
さ

せ
る
親
の
身
は
、
ど
の
よ
う
に
あ
ろ
う
わ

い
の
。
聞
け
ば
そ
な
た
も
お
供
を
し
や
る

げ
な
。
も
し
道
中
す
が
ら
欲
し
い
も
の
が

あ
る
な
れ
ば
、
お
乳
の
人
の
重
の
井
に
会

わ
せ
て
く
れ
い
と
言
う
た
が
よ
い
。

〽　

い
と
懇
ろ
の
詞
の
末
。
三
吉
つ
く
づ

く
聞
き
す
ま
し
、

三
吉　

由
留
木
殿
の
お
乳
の
人
、
重
の
井

様
と
は
お
前
か
え
。

重
の
井　

お
い
の
う
。

三
吉　

そ
ん
な
ら
わ
し
の
母
様
じ
ゃ
。

〽　

抱
き
つ
け
ば

重
の
井　

コ
リ
ヤ
慮
外
な
、
馬
方
の
子
は

持
た
ぬ
。
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（
1
）
と
し
た
部
分
で
は
、
ま
だ
我
が
子
と
気
づ
か
ぬ
重
の
井
が
、
も
し
道
中
に
用
が

あ
れ
ば
重
の
井
に
会
い
た
い
と
言
え
ば
い
い
、と
三
吉
に
言
葉
を
か
け
る
。
歌
扇
の
録
音

で
は
、そ
の
セ
リ
フ
が
「
見
れ
ば
見
る
程
良
い
子
じ
ゃ
」
と
い
う
セ
リ
フ
の
前
で
あ
る
の

に
対
し
、
現
行
の
芝
翫
の
舞
台
で
は
「
見
れ
ば
見
る
程
」
の
セ
リ
フ
の
後
に
、「
も
し
道

中
す
が
ら
欲
し
い
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
」
と
繋
が
る
。
ま
た
、（
2
）
は
「
見
れ
ば
見
る

程
良
い
子
じ
ゃ
に
、
馬
方
さ
せ
る
親
の
身
は
」
に
続
く
部
分
で
あ
る
が
、
歌
扇
の
録
音
で

は
「
ま
あ
よ
く
よ
く
で
あ
ろ
う
ぞ
と
」
と
竹
本
が
と
る
の
に
対
し
、現
行
で
は
「
ど
の
よ

う
に
あ
ろ
う
わ
い
の
」
と
そ
の
ま
ま
セ
リ
フ
で
続
け
る
。
こ
の
部
分
の
歌
扇
の
録
音
は
、

タ
イ
ヘ
イ
、
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
、
ポ
リ
ド
ー
ル
の
三
種
類
が
現
存
す
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も

で
「
よ
く
よ
く
で
あ
ろ
う
ぞ
」（「
ま
あ
」
は
タ
イ
ヘ
イ
の
み
）
と
竹
本
が
語
る
形
で
あ
っ

た
。後

半
の
（
3
）
と
し
た
部
分
は
、三
吉
が
自
ら
の
生
い
立
ち
を
語
る
部
分
が
大
き
く
省

略
さ
れ
て
い
る
旨
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、三
吉
が
乳
母
に
育
て
ら
れ
た

こ
と
、
そ
の
乳
母
が
守
り
袋
を
証
拠
に
由
留
木
家
を
尋
ね
る
よ
う
に
教
え
て
く
れ
た
こ

と
、ま
た
そ
の
乳
母
も
三
吉
が
五
歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
語
る
。
こ
の
省
略
も

他
の
箇
所
と
同
様
に
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
録
音
時
間
の
制
限
に
拠
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
物

語
上
重
要
な
局
面
で
あ
る
た
め
、
特
に
記
し
て
お
く
。

子
別
れ

久
々
に
対
面
し
た
親
子
が
す
ぐ
に
別
れ
別
れ
と
な
る
こ
の
場
面
が
、本
作
品
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
面
も
、現
行
と
歌
扇
の
録
音
と
の
間
に
差
異
は
少
な
い
。
と

く
に
竹
本
の
テ
ク
ス
ト
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。

3

〽　

言
い
放
せ
ば
、
む
し
ゃ
ぶ
り
付
き
、

引
き
退
く
れ
ば
、
縋
り
付
き
、

三
吉　

何
の
な
い
こ
と
申
し
ま
し
ょ
う
。

わ
し
の
親
は
お
前
の
連
れ
合
い
、
伊
達
の

与
作
、
そ
の
子
は
わ
し
。
こ
な
さ
ん
の
腹

か
ら
出
た
与
之
助
は
、
わ
し
じ
ゃ
わ
い
な

あ
。

重
の
井　

ヘ
ェ
ー
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
・
ポ

リ
ド
ー
ル
は
「
何
と
言
や
る
」）

三
吉　

こ
れ
、
こ
の
守
り
袋
を
見
や
し
ゃ

れ
。
お
前
の
子
に
違
い
な
い
。
他
に
望
み

は
な
ん
に
も
な
い
。
父
様
を
訪
ね
出
し
、

一
日
な
り
と
親
子
三
人
一
緒
に
い
て
く
だ

さ
れ
。
見
事
沓
も
打
ち
ま
す
。
こ
の
草
履

も
わ
し
が
作
っ
た
。

〽　

昼
は
馬
を
追
い
、
夜
は
沓
を
打
ち
、

草
履
作
る
。
父
様
母
様
養
い
ま
し
ょ
う
。

三
吉　

ア
ア
ー
。
ど
う
ぞ
一
緒
に
い
て
下

さ
れ
。
拝
み
ま
す
る
。

〽　

拝
み
ま
す
る
母
様
と
、
取
り
つ
き
抱

き
つ
き
泣
き
い
た
る
。（
傍
線
部
タ
イ
ヘ
イ

の
み
）

〽　

言
い
放
せ
ば
、
む
し
ゃ
ぶ
り
付
き
、

引
き
退
く
れ
ば
、
縋
り
付
き
、

三
吉　

何
の
な
い
こ
と
申
し
ま
し
ょ
う
。

わ
し
の
親
は
お
前
の
昔
の
連
れ
合
い
、
伊

達
の
与
作
、
そ
の
子
は
わ
し
。
こ
な
さ
ん

の
腹
か
ら
出
た
与
之
助
は
、
わ
し
じ
ゃ
わ

い
な
あ
。

重
の
井　

ヘ
ェ
ー

（
略　

三
吉
の
生
い
立
ち
―
セ
リ
フ
）

三
吉　

こ
れ
こ
の
守
り
袋
を
見
や
し
ゃ

れ
。
お
前
の
子
に
紛
れ
は
な
い
。
他
に
望

み
は
な
ん
に
も
な
い
。父
様
を
訪
ね
出
し
、

一
日
な
り
と
親
子
三
人
一
緒
に
い
て
く
だ

さ
れ
。
見
事
沓
も
打
ち
ま
す
。
こ
の
草
鞋

も
わ
し
が
作
っ
た
。

〽　

昼
は
馬
を
追
う
て
、夜
は
沓
を
打
ち
、

草
履
作
り
、
父
様
母
様
養
い
ま
し
ょ
う
。

三
吉　

ア
ア
ー
。
ど
う
ぞ
一
緒
に
い
て
下

さ
れ
。
拝
み
ま
す
る
。

〽　

拝
み
ま
す
る
母
様
と
、
取
り
つ
き
抱

き
つ
き
泣
き
い
た
る
。

表
3
―
4
「
子
別
れ
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
一
年
（
タ
イ
ヘ
イ
）

一
九
三
二
年
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
）
年
代
不

明
（
ポ
リ
ド
ー
ル
））

中
村
芝
翫
（
二
〇
〇
四
年
）

〽　

お
乳
は
は
っ
と
気
も
乱
れ
、
見
れ
ば

見
る
程
我
が
子
の
与
之
助
。
守
り
袋
も
覚

え
あ
る
。
飛
び
つ
い
て
懐
へ
抱
き
入
れ
た

く
気
は
せ
け
ど
も
、
マ
マ
、
イ
ヤ
大
事
の

ご
奉
公
、
養
い
君
の
御
名
の
疵
。
偽
っ
て

叱
ろ
う
か
、
イ
ヤ
、
か
わ
ゆ
げ
に
そ
う
も

な
る
ま
い
。
マ
マ
ち
ょ
っ
と
抱
き
た
い
、

エ
エ
マ
ァ
ど
う
し
よ
う
と
、
百
千
色
の
憂

き
涙
、
二
つ
の
目
に
は
保
ち
か
ね
、
む
せ

び
沈
ん
で
居
た
り
け
り
。（
傍
線
部
ス
タ
ン

ダ
ア
ド
は
カ
ッ
ト
）。
涙
拭
う
て
気
を
鎮

〽　

お
乳
は
は
っ
と
気
も
乱
れ
、
見
れ
ば

見
る
程
我
が
子
の
与
之
助
。
守
り
袋
も
覚

え
あ
る
。
飛
び
つ
い
て
懐
へ
抱
き
入
れ
た

く
気
は
せ
け
ど
も
、
マ
マ
、
イ
ヤ
大
事
の

ご
奉
公
、
養
い
君
の
御
名
の
疵
。
偽
っ
て

叱
ろ
う
か
、
イ
ヤ
、
か
わ
ゆ
げ
に
そ
う
も

な
る
ま
い
。
マ
マ
ち
ょ
っ
と
抱
き
た
い
、

エ
エ
マ
ァ
ど
う
し
よ
う
な
ぁ
。
百
千
色
の

憂
き
涙
、
二
つ
の
目
に
は
保
ち
か
ね
、
む

せ
び
沈
ん
で
居
た
り
し
が
。
涙
拭
う
て
気

を
鎮
め
、
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（
1
）と
し
た
部
分
は
、重
の
井
が
三
吉
を
我
が
子
と
認
め
、「
さ
て
も
大
き
う
な
り
ゃ
っ

た
の
う
」
と
言
う
部
分
で
あ
る
が
、歌
扇
の
録
音
の
ポ
リ
ド
ー
ル
に
の
み
「
顔
形
手
足
ま

で
母
は
こ
の
よ
う
に
産
み
付
け
ぬ
」
と
あ
る
。
こ
の
セ
リ
フ
は
、浄
瑠
璃
本
文
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
立
劇
場
の
公
演
で
は
、
歌
扇
の
ポ
リ
ド
ー
ル
録
音
と

同
様
に
重
の
井
の
セ
リ
フ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、（
2
）
現
行
で
は
「
手
足
は
山
の
こ

け
猿
じ
ゃ
」
か
ら
竹
本
が
語
る
が
、歌
扇
の
録
音
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
と
ポ
リ
ド
ー
ル
）
で

は
、「
手
足
は
山
の
こ
け
猿
同
前
」
ま
で
重
の
井
の
セ
リ
フ
と
し
、「
ほ
ん
に
氏
よ
り
育
ち

123

め
、

重
の
井　

与
之
助
、
こ
こ
へ
お
じ
ゃ
。

三
吉　

ア
イ
。

重
の
井　

さ
て
も
大
き
う
な
り
や
っ
た
の

う
。
と
て
も
成
人
し
よ
う
な
れ
ば
、
侍
ら

し
う
な
ぜ
尋
常
に
は
育
た
ぬ
ぞ
。
顔
形
手

足
ま
で
母
は
こ
の
よ
う
に
産
み
付
け
ぬ
。

美
し
い
黒
髪
も
こ
の
よ
う
に
剃
り
下
げ

て
、
手
足
は
山
の
こ
け
猿
同
前
。

〽
ほ
ん
に
氏
よ
り
育
ち
ぞ
と
、
ま
た
さ
め

ざ
め
と
泣
き
至
る
。（
傍
線
部
タ
イ
ヘ
イ
は

カ
ッ
ト
）

重
の
井　

コ
レ
、も
の
を
よ
う
合
点
し
や
。

腹
か
ら
産
ん
だ
は
産
ん
だ
れ
ど
、
今
で
は

子
で
も
母
で
も
な
い
。

三
吉　

エ
エ
。

重
の
井　

浅
ま
し
う
な
り
下
が
っ
た
を
、

嫌
う
て
言
う
で
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。
こ
こ

の
訳
を
よ
う
聞
き
ゃ
や
。
母
は
も
と
殿
様

へ
ご
奉
公
、与
作
殿
は
奥
家
老
の
ご
子
息
。

互
い
に
若
木
の
恋
風
に
そ
な
た
を
懐
胎
。

例
え
ど
の
よ
う
な
こ
と
あ
っ
て
も
、（
傍
線

部
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
の
み
）

与
作
と
子
と
ば
し
言
や
る
な
や
。
い
か
な

る
因
果
な
生
ま
れ
性
、
現
在
我
が
子
に
馬

追
さ
せ
、
夫
の
行
方
も
知
ら
ぬ
身
が
、

〽　

母
は
衣
裳
を
着
飾
っ
て
、

重
の
井　

お
乳
の
人
よ
、
お
局
よ
と
、

〽　

玉
の
輿
に
乗
っ
た
と
て
、

重
の
井　

こ
れ
が
何
に
な
ろ
う
ぞ
い
の
。

〽　

声
を
忍
び
に
泣
く
ば
か
り
。
子
は
生

ま
れ
つ
き
賢
く
て
、

三
吉　

悲
し
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
常
々

乳
母
が
話
に
は
、
姫
君
様
と
わ
し
と
は
乳

兄
弟
。

重
の
井　

与
之
助
、
こ
こ
へ
お
じ
ゃ
。

三
吉　

ア
イ
。

重
の
井　

さ
て
も
大
き
う
な
り
や
っ
た
の

う
。
と
て
も
成
人
し
よ
う
な
れ
ば
、
侍
ら

し
う
な
ぜ
尋
常
に
は
育
た
ぬ
ぞ
。
美
し
い

黒
髪
も
こ
の
よ
う
に
剃
り
下
げ
て
、

〽
手
足
は
山
の
こ
け
猿
じ
ゃ
。
ほ
ん
に
氏

よ
り
育
ち
ぞ
と
、
ま
た
さ
め
ざ
め
と
泣
き

け
る
が
、

重
の
井　

コ
レ
、も
の
を
よ
う
合
点
し
や
。

腹
か
ら
産
ん
だ
は
産
ん
だ
れ
ど
、
今
で
は

子
で
も
母
で
も
な
い
。

三
吉　

エ
エ
。

重
の
井　

浅
ま
し
う
な
り
下
が
っ
た
を
、

嫌
う
て
言
う
で
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。
サ
こ

こ
の
訳
を
よ
う
聞
き
ゃ
や
。

（
略　

事
の
い
き
さ
つ
説
明
―
重
の
井
セ

リ
フ
）

与
作
が
子
と
ば
し
言
や
る
な
や
。
い
か
な

る
因
果
な
生
ま
れ
性
、
現
在
我
が
子
に
馬

追
さ
せ
、
夫
の
行
方
も
知
ら
ぬ
身
が
、

〽　

母
は
衣
裳
を
着
飾
っ
て
、

重
の
井　

お
乳
の
人
よ
、
お
局
よ
と
、

〽　

玉
の
輿
に
乗
っ
た
と
て
、

重
の
井　

こ
れ
が
何
に
な
る
も
の
ぞ
い
な

〽　

声
を
忍
び
て
泣
く
ば
か
り
。
子
は
生

ま
れ
つ
き
賢
く
て
、

三
吉　

悲
し
い
話
聞
き
ま
し
た
。
さ
り
な

が
ら
常
々
乳
母
が
言
う
た
に
は
、
お
姫
様

と
わ
し
と
は
乳
兄
弟
。

重
の
井　

そ
の
乳
兄
弟
は
言
わ
ぬ
こ
と
。

ヒ
ソ
ヒ
ソ
言
う
て
も
人
は
聞
く
。（
傍
線
部

タ
イ
ヘ
イ
の
み
）
さ
あ
早
う
御
門
を
出
や

い
の
う
。（
傍
線
部
ポ
リ
ド
ー
ル
は「
人
が

来
て
は
悪
い
、
早
う
行
き
ゃ
」）

〽　

泣
く
泣
く
言
え
ば
三
吉
は
、

三
吉　

エ
エ
、
母
様
。
あ
ん
ま
り
遠
慮
が

過
ぎ
ま
す
る
。
ま
あ
言
う
て
み
て
く
だ
さ

り
ま
せ
。

重
の
井　

ま
た
し
て
も
そ
の
よ
う
な
。
夫

の
こ
と
、
我
が
子
の
こ
と
、
母
に
如
才
が

あ
る
も
の
ぞ
い
の
う
。

〽　

制
す
る
う
ち
に
奥
よ
り
も
、

腰
元　

お
乳
の
人
重
の
井
様
、
姫
君
様
が

召
し
ま
す
る
。
重
の
井
様
、
重
の
井
様
。

重
の
井　

ハ
イ
ハ
イ
、
只
今
そ
れ
へ
参
り

ま
す
る
。
コ
レ
コ
レ
、人
が
来
て
は
悪
い
。

早
う
行
き
ゃ
。エ
エ
、き
り
き
り
と
行
き
ゃ

い
の
う
。

〽　

手
を
取
っ
て
引
き
出
す
。（
傍
線
部
ポ

リ
ド
ー
ル
の
み
）
不
憫
や
三
吉
し
く
し
く

泣
き
、
頬
被
り
し
て
目
を
隠
し
、
沓
見
ま

つ
べ
て
腰
に
つ
け
、
み
す
ぼ
ら
し
げ
な
後

ろ
影
。

重
の
井　

そ
の
乳
兄
弟
は
言
わ
ぬ
こ
と
。

（
略
―
説
明
）ヒ
ソ
ヒ
ソ
言
う
て
も
人
は
聞

く
。
さ
あ
早
う
御
門
を
出
や
い
の
う
。

〽　

泣
く
泣
く
言
え
ば
三
吉
は
、

三
吉　

エ
エ
、
母
様
。
あ
ん
ま
り
遠
慮
が

過
ぎ
ま
す
る
。
ま
あ
言
う
て
み
て
く
だ
さ

り
ま
せ
。

重
の
井　

エ
エ
ま
だ
ま
だ
言
や
る
か
。
夫

の
こ
と
、
我
が
子
の
こ
と
、
母
に
如
才
が

あ
る
も
の
ぞ
い
の
う
。

〽　

制
す
る
う
ち
に
奥
の
間
よ
り
、

腰
元　

お
乳
の
人
重
の
井
様
、
姫
君
様
が

召
し
ま
す
る
。
重
の
井
様
、
重
の
井
様
。

重
の
井　

只
今
参
り
ま
す
る
。コ
レ
コ
レ
、

こ
う
い
う
内
に
も
人
が
来
る
。
早
う
立

ち
ゃ
、
早
う
立
ち
ゃ
。
あ
の
こ
こ
な
未
練

者
め
が
。

〽　

不
憫
や
三
吉
し
く
し
く
泣
き
、
頬
被

り
し
て
目
を
隠
し
、
沓
見
ま
つ
べ
て
腰
に

つ
け
、
み
す
ぼ
ら
し
げ
な
後
ろ
影
。
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ぞ
と
」
と
か
ら
竹
本
が
と
る
。
こ
れ
も
二
種
の
録
音
で
一
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、歌
扇

が
実
際
の
舞
台
で
も
こ
の
よ
う
に
演
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、（
3
）
で
は
、
重
の
井
が
こ
れ
ま
で
の
事
の
い
き
さ
つ
を
詳
し
く
説
明
す
る
セ

リ
フ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
の
録
音
に
、
一
部
が
抜
粋
さ
れ
た
形
で

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、実
際
の
舞
台
で
は
現
行
と
同
様
の
セ
リ
フ
が
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。

幕
切最

後
に
、
重
の
井
が
三
吉
を
振
り
払
い
、
幕
切
へ
と
つ
な
が
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
幕
切
の
違
い
が
特
徴
的
で
あ
る
。

表
3
―
5
「
幕
切
」
の
比
較

中
村
歌
扇
（
一
九
三
一
年
（
タ
イ
ヘ
イ
）

一
九
三
二
年
（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
）
年
代
不

明
（
ポ
リ
ド
ー
ル
））

中
村
芝
翫
（
二
〇
〇
四
年
）

123

重
の
井　

山
川
で
怪
我
し
や
ん
な
、
雨
風

雪
ふ
る
夜
道
に
は
、
腹
が
（
傍
線
部
ス
タ

ン
ダ
ア
ド
は
な
し
）

〽　

腹
が
痛
い
と
作
病
か
ま
え
、

重
の
井　

三
日
も
四
日
も
休
ん
で
、
毒
な

も
の
食
べ
な
。
腹
や
麻
疹
の
用
心
し
や
。

（
傍
線
部
ポ
リ
ド
ー
ル
は
カ
ッ
ト
）

重
の
井　

サ
、
こ
れ
嗜
み
に
持
っ
て
い

き
ゃ
。

　
　
（
略　

子
別
れ
の
件
（
竹
本
））

重
の
井　

山
川
で
怪
我
し
や
ん
な
、
雨
風

雪
ふ
る
夜
道
に
は
、
腹
が
痛
い
と
作
病
お

こ
し
、
二
日
も
三
日
も
休
ん
で
な
、
患
わ

ぬ
よ
う
に
し
て
た
も
や
。
毒
な
も
の
食
わ

ず
に
、
腹
や
麻
疹
の
用
心
し
や
。
か
わ
い

の
成
り
や
、
痛
々
し
や
。
三
万
石
の
世
取

り
の
子
が
、
何
の
ば
ち
、
と
が
め
か
い
な

あ
。

〽　

式
台
の
壇
箱
に
身
を
投
げ
伏
し
て
嘆

き
し
が
。
懐
中
の
有
り
合
う
一
歩
十
三
袱

紗
に
包
み
、

重
の
井　

こ
れ
は
母
が
志
。
身
の
嗜
み
に

持
っ
て
行
き
ゃ
や
。

4567

〽　

懐
中
の
有
り
合
う
一
歩
十
三
袱
紗
に

包
み
、

三
吉　

親
で
も
子
で
も
な
い
な
ら
ば
、
病

も
う
と
死
の
う
と
い
ら
ぬ
お
構
い
。
馬
方

こ
そ
す
れ
、
伊
達
の
与
作
が
惣
領
じ
ゃ
。

母
様
で
も
な
い
人
に
金
も
ら
う
は
ず
が
な

い
。
エ
エ
胴
慾
な
母
様
、
よ
う
覚
え
て
い

さ
っ
し
ゃ
れ
や
。
ア
ア
ー
。

〽　

わ
っ
と
泣
き
出
す
そ
の
有
様
。
母
は

魂
消
え
入
り
て
、

重
の
井　

養
い
君
、
御
家
の
御
恩
を
思
わ

ず
ば
、
一
人
子
を
手
放
し
て
な
ん
の
や
ろ

う
ぞ
。

〽　

奉
公
の
身
の
浅
ま
し
や
と
、
か
わ
い

の
成
り
や
痛
々
し
く
、
式
台
の
壇
箱
に
身

を
投
げ
伏
し
て
嘆
き
し
が
。

〽　

時
に
奥
口
ざ
ざ
め
い
て

腰
元　

姫
君
の
お
発
ち（
ス
タ
ン
ダ
ア
ド
・

ポ
リ
ド
ー
ル
で
は
家
来
衆
）

重
の
井　

ア
ノ
こ
こ
な
、
慮
外
者
め
が
。

三
吉　

ア
ア
ー
。

　

幕

〽　

涙
な
が
ら
に
渡
さ
る
る
、
三
吉
見
返

り
恨
め
し
げ
に

三
吉　

親
で
も
子
で
も
な
い
な
ら
ば
、
病

も
う
と
死
の
う
と
い
ら
ぬ
お
構
い
。
馬
方

こ
そ
す
れ
、
伊
達
の
与
作
が
惣
領
じ
ゃ
。

母
様
で
も
な
い
人
に
金
も
ら
う
は
ず
が
な

い
。
エ
エ
胴
慾
な
母
様
、
よ
う
覚
え
て
い

さ
っ
し
ゃ
れ
や
。
ア
ア
ー
。

重
の
井　

養
い
君
、
御
家
の
御
恩
を
思
わ

ず
ば
、
一
人
子
を
手
放
し
て
な
ん
に
な
ろ

う
か
。

〽　

奉
公
の
身
の
浅
ま
し
や
と
、
親
子
手

に
手
を
取
り
交
わ
し
、
一
度
に
わ
っ
と
涙

の
雨
、
落
ち
て
流
る
る
池
の
（
聞
き
取
れ

ず
）
水
に
や
勝
ら
ん
。

　
　
（
略　

若
菜
が
三
吉
を
連
れ
立
て
る

―
竹
本
）

　
　

道
具
替
る
（
黒
御

〈
行
列
三
重
〉）

家
来
衆　

お
発
ち
。（
略　

セ
リ
フ
）　

若
菜　

も
し
ご
家
老
様
、
姫
君
様
お
発
ち

の
御
祝
い
に
、
こ
の
馬
子
に
何
ぞ
歌
わ
せ

て
は
い
か
が
で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。

家
老　

な
る
ほ
ど
、め
で
た
い
門
出
じ
ゃ
。

祝
う
て
何
ぞ
歌
う
て
く
り
ゃ
れ
。

家
来
衆　

こ
れ
、
馬
子
。
こ
ち
へ
来
い
、

こ
ち
へ
来
い
。
サ
、姫
君
さ
ま
へ
お
慰
み
、

馬
子
の
唄
を
歌
う
て
く
れ
ぬ
か
。
な
ん
だ

こ
い
つ
泣
い
て
い
る
の
か
、
い
ま
い
ま
し

い
吠
え
面
。
き
り
き
り
と
歌
い
お
ろ
う
。

〽　

握
り
こ
ぶ
し
を
二
つ
三
つ
頂
き
な
が

ら
、
泣
き
声
に
、

三
吉　

坂
は
照
る
照
る
、
鈴
鹿
は
曇
る
、

ア
ー
。
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こ
の
局
面
の
冒
頭
で
は
、
重
の
井
が
三
吉
を
も
う
一
度
呼
び
寄
せ
て
抱
き
と
め
、
子
別

れ
の
愁
嘆
を
見
せ
る
見
せ
場
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
セ
リ
フ
が
な
い
た
め
か
（
竹
本
で
運

ぶ
）、
歌
扇
の
録
音
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
（
1
）。（
2
）
は
重
の
井
が
三
吉
を
心
配
し

て
言
う
セ
リ
フ
だ
が
、
現
行
で
は
す
べ
て
セ
リ
フ
で
運
ぶ
の
に
対
し
、
歌
扇
の
録
音
で
は

「
腹
が
痛
い
と
作
病
か
ま
え
」
の
部
分
の
み
竹
本
に
と
ら
せ
て
い
る
。
歌
扇
の
こ
の
手
法

は
、
大
正
七
年
七
月
南
座
の
嵐
徳
三
郎
の
重
の
井
と
一
致
し
て
い
る
〔
松
永　

一
九
一
八
〕。

（
3
）
は
、
重
の
井
が
三
吉
に
金
子
を
包
ん
で
や
る
部
分
だ
が
、
そ
こ
に
繋
が
る
「
式

台
の
壇
箱
に
身
を
投
げ
伏
し
て
嘆
き
し
が
」
の
竹
本
は
、歌
扇
の
録
音
に
は
な
い
。
こ
の

竹
本
の
テ
ク
ス
ト
は
浄
瑠
璃
本
文
に
あ
る
も
の
だ
が
、
歌
扇
の
場
合
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト

を
後
半
の
（
4
）
の
部
分
に
使
っ
て
い
る
。
ま
た
歌
扇
の
（
3
）
で
は
、「
嗜
み
に
持
っ

て
い
き
ゃ
」
と
い
う
重
の
井
の
セ
リ
フ
の
あ
と
、「
懐
中
の
有
り
合
う
一
歩
十
三
袱
紗
に

包
み
」
の
竹
本
に
な
り
、
現
行
と
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

調
姫
の
出
立
と
な
る
（
5
）
以
降
は
、現
行
と
歌
扇
と
で
大
き
く
様
相
が
異
な
る
。
芝

翫
の
舞
台
で
は
、
舞
台
が
廻
っ
て
玄
関
先
の
場
と
な
り
、
若
菜
に
連
れ
ら
れ
て
三
吉
が

や
っ
て
く
る
。
若
菜
の
提
案
で
三
吉
が
唄
を
歌
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り（12）
、三
吉
が
泣
き
な

が
ら
馬
子
唄
を
口
ず
さ
む
の
と
と
も
に
幕
と
な
る
（
三
吉
は
花
道
を
走
っ
て
入
る
）。
歌

扇
で
は
、「
時
に
奥
口
ざ
ざ
め
い
て
」
と
い
う
竹
本
が
入
り
、
す
ぐ
に
「
姫
君
の
お
発
ち
」

と
呼
び
が
入
る
。
す
る
と
、
重
の
井
の
「
ア
ノ
こ
こ
な
、
慮
外
者
め
が
」
と
い
う
セ
リ
フ

と
と
も
に
、
三
吉
が
泣
き
伏
し
、
幕
と
な
る
の
で
あ
る
。
録
音
だ
け
で
は
状
況
が
わ
か
り

に
く
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
も
省
略
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
先
に
挙
げ
た
大

正
七
年
南
座
の
嵐
徳
三
郎
の
舞
台
で
は
、「
姫
君
の
お
発
ち
」
の
呼
び
の
あ
と
、
現
行
と

同
じ
よ
う
に
三
吉
に
馬
子
唄
を
歌
わ
せ
る
件
が
あ
り
、三
吉
が
再
び
重
の
井
に
駆
け
寄
っ

て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
重
の
井
が
「
ア
ノ
こ
こ
な
、
慮
外
者
め
が
」
と
言
っ
て
幕
に
な
る

〔
松
永　

一
九
一
八
〕。「
ア
ノ
こ
こ
な
」
で
柝
が
入
り
、「
慮
外
者
め
が
」
と
続
く
手
法

も
、歌
扇
の
録
音
と
共
通
し
て
い
る
。
歌
扇
は
神
田
劇
場
の
座
頭
と
し
て
活
躍
す
る
以
前

の
大
正
二
年
前
後
、上
方
で
活
動
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
活
動
写
真
と
演
劇
を
交
互
に

見
せ
る
連
鎖
劇
は
大
正
時
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
芸
能
だ
が
、こ
れ
を
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

確
立
し
た
の
が
上
方
滞
在
時
代
の
歌
扇
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る〔
横
田　

二
〇
一
四　

二
〇
六
〕。
ま
た
、
そ
の
後
も
歌
扇
は
上
方
狂
言
を
積
極
的
に
演
じ
、
し
か
も
中
村
鴈
治

郎
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。ま
た
当
時
の
劇
評
で
は
歌
扇

の
演
技
に
上
方
風
の
味
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る〔
土
田　

二
〇
一
四　

八
五
―

八
六
〕。
こ
こ
で
嵐
徳
三
郎
の
舞
台
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
も
、
あ
る
い
は
そ
の
歌

扇
と
上
方
と
の
繋
が
り
の
一
端
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。　

4　

お
わ
り
に

以
上
、『
伽
羅
先
代
萩
』
と
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
に
つ
い
て
、
歌
扇
が
残
し
た
Ｓ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
芸
態
を
探
っ
て
み
た
。明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
以
下
に
ま
と
め
て

お
く
。

・『
先
代
萩
』『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
と
も
に
現
行
歌
舞
伎
と
比
べ
る
と
大
幅
に
省
略
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
録
音
上
の
制
限
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
省
略
部
分
を
除
く
と
、
現
行
と
共
通
す
る
箇
所
は
多
く
、
と
り
わ
け
竹
本
の
テ
ク
ス
ト

は
現
行
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。

・『
先
代
萩
』
に
つ
い
て
は
、
現
行
歌
舞
伎
や
当
時
の
大
歌
舞
伎
の
役
者
に
よ
る
録
音
よ

り
も
、
人
形
浄
瑠
璃
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

・
ク
ド
キ
な
ど
に
お
け
る
竹
本
と
セ
リ
フ
の
掛
合
に
は
、現
行
や
当
時
の
大
歌
舞
伎
の
役

家
来　

コ
レ
。

〽　

間
の
土
山
、
雨
が
降
る
。
降
る
雨
よ

り
も
親
子
の
涙
、

（
重
の
井　

泣
き
笑
い
）

〽　

中
に
時
雨
る
る
。

重
の
井　

姫
君
の
お
発
ち
。

（
三
吉　

花
道
を
入
る
）　

幕
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者
に
よ
る
録
音
と
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
の
伝
承
の
違
い
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

・
小
芝
居
に
独
特
の
演
出
、
入
れ
事
な
ど
は
見
ら
れ
ず
、
大
歌
舞
伎
に
倣
っ
た
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
演
出
を
主
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

・『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
幕
切
の
演
出
に
上
方
歌
舞
伎
の
影
響
を
思
わ
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
が
、
詳
し
く
は
今
後
ほ
か
の
作
品
も
併
せ
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

歌
扇
が
小
芝
居
で
演
じ
た
芝
居
に
奇
抜
な
演
出
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、劇
評
そ
の

他
の
記
録
で
指
摘
し
た
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
が
〔
土
田　

二
〇
一
四
〕、
そ
の
他
の
点

に
つ
い
て
は
こ
の
二
作
品
だ
け
で
は
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。ひ
き
つ
づ
き
の
調
査
を
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

注1　

小
芝
居
と
は
元
来
、江
戸
幕
府
や
明
治
政
府
に
公
認
さ
れ
な
か
っ
た
劇
場
（
芝
居
小
屋
）
を
い
う
が
、

明
治
二
〇
年
代
に
劇
場
と
し
て
認
め
ら
れ
大
劇
場
と
の
区
別
が
撤
廃
さ
れ
た
後
も
、「
小
芝
居
」
の
呼

称
は
残
り
、
庶
民
に
身
近
な
娯
楽
を
提
供
す
る
場
と
し
て
存
続
し
た
。
法
的
な
区
別
は
な
く
な
っ
て

も
、大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
と
の
間
に
は
歴
然
と
し
た
境
界
が
あ
り
、出
演
す
る
俳
優
の
ラ
ン
ク
も
違
っ

て
い
た
。

2　
『
読
売
新
聞
』、『
東
京
朝
日
新
聞
』
よ
り
。
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
し
て
は
ま
だ
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
く
の
放
送
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

3　

浄
瑠
璃
は
こ
の
江
戸
初
演
以
前
に
、
歌
舞
伎
初
演
の
翌
年
で
あ
る
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
九
月
に

京
都
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
神
津
武
男
氏
に
よ
り
そ
の
際
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
板
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
〔
神
津　

二
〇
〇
〇
〕。
神
津
氏
は
、江
戸
結
城
座
興
行
の
初
演
本

を
も
と
に
、
江
戸
に
お
け
る
興
行
の
実
態
を
読
み
解
き
、「
八
ツ
目
」
を
最
終
段
と
す
る
上
演
と
「
第

九
」を
最
終
段
と
す
る
上
演
の
二
つ
の
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
神
津
氏
の
こ
の
指
摘
は
、

他
の
浄
瑠
璃
の
上
演
状
況
や
板
本
の
残
存
状
況
に
照
ら
し
て
、
初
演
の
際
に
は
最
終
段
を
上
演
せ
ず

に
、
好
評
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
加
え
、
不
評
で
あ
れ
ば
出
さ
な
い
と
い
う
上
演
方
法
の
存
在
の
指
摘
へ

と
さ
ら
な
る
拡
が
り
を
見
せ
る
。

4　

ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
録
音
に
は
、
狆
が
出
て
く
る
件
や
、
忍
び
の
曲
者
が
襲
う
件
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
市
川
九
女
八
の
芸
談
に
よ
る
と
、
六
代
目
坂
東
彦
三
郎
（
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
弟
）
を
手
本
と

し
た
九
女
八
の
「
御
殿
」
で
は
、
忍
び
の
曲
者
を
出
し
、
狆
が
出
て
く
る
件
も
あ
っ
た
よ
う
だ
〔
九

女
八　

一
九
一
一
〕。
歌
扇
の
録
音
に
「
飯
炊
き
」
を
収
め
た
も
の
は
な
い
が
、付
帳
か
ら
は
忍
び
を

出
し
た
上
演
と
出
さ
な
か
っ
た
上
演
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
大
谷
図
書
館
所
蔵
「
杵
屋
花
叟

旧
蔵
付
帳
」
よ
り
）。
ち
な
み
に
、九
女
八
と
同
じ
く
彦
三
郎
の
型
で
演
じ
て
い
る
と
い
う
六
世
梅
幸

の
舞
台
（
大
正
五
年
五
月
帝
国
劇
場
・
昭
和
二
年
三
月
中
座
）
で
は
忍
び
も
狆
も
登
場
し
な
い
〔
鈍

太
郎　

一
九
一
六
〕〔
素
木　

一
九
二
七
〕。
忍
び
の
曲
者
が
出
る
演
出
も
、
小
谷
青
楓
が
「
小
芝
居

で
は
大
抵
黒
装
束
の
忍
び
を
使
つ
て
政
岡
に
搦
ま
せ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
〔
小
谷　

一
九
二
八
〕、

明
治
四
二
年
一
月
の
横
浜
喜
楽
座
に
お
け
る
市
川
莚
女
の
政
岡
〔
五
州
生　

一
九
〇
九
〕
な
ど
数
例

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
世
歌
右
衛
門
に
も
忍
び
を
使
っ
た
演
出
の
記
録
が
残
る
〔
弔
夢
楼
主
人

一
九
二
八
〕。
ち
な
み
に
一
一
世
仁
左
衛
門
が
政
岡
を
演
じ
た
明
治
四
二
年
一
一
月
の
明
治
座
で
は
、

結
城
孫
三
郎
に
狆
を
操
ら
せ
た
と
い
う
〔
伊
坂
・
伊
原　

一
九
〇
九
〕。

5　

現
行
で
は
〈
管
絃
合
方
〉
で
は
な
く
〈
琴
唄
〉
で
幕
が
明
く
。『
歌
舞
伎
名
作
全
集
』
台
帳
に
は
、「
管

絃
に
て
幕
あ
く
」
と
あ
る
。

6　

六
世
梅
幸
の
録
音
で
、
②
の
部
分
の
「
己
の
工
打
ち
明
け
し
も
」
の
セ
リ
フ
が
歌
扇
と
共
通
し
て
い

る
点
が
、
唯
一
現
行
と
違
う
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
を
除
け
ば
、
五
世
歌
右
衛
門
の
録
音
も
、
六
世
梅

幸
の
録
音
も
現
行
と
全
て
一
致
し
て
い
る
。 

7　

帝
国
劇
場
で
大
正
三
年
一
二
月
に
上
演
さ
れ
た
『
先
代
萩
』。
こ
の
と
き
の
政
岡
は
村
田
嘉
久
子
で
、

村
田
・
河
村
と
も
に
、
女
優
養
成
所
時
代
に
鈴
木
梅
鶯
か
ら
教
わ
り
、
公
演
の
前
に
六
世
梅
幸
に
教

わ
っ
た
と
す
る
。

8　

た
だ
し
九
女
八
も
、
掛
合
の
方
法
は
現
行
と
一
致
し
て
い
る
。

9　

二
〇
〇
九
年
四
月
歌
舞
伎
座
、
二
〇
一
五
年
九
月
歌
舞
伎
座
の
上
演
で
は
、
小
槇
を
再
び
登
場
さ
せ

る
演
出
が
使
わ
れ
て
い
た
。

10　

大
西
秀
紀
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

11　

実
際
、
二
〇
〇
四
年
九
月
歌
舞
伎
座
の
上
演
と
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
国
立
劇
場
の
上
演
（
歌
舞
伎
鑑

賞
教
室
）
と
で
は
、
セ
リ
フ
に
も
竹
本
に
も
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

12　
「
坂
は
照
る
照
る
」
の
馬
子
唄
は
〈
鈴
鹿
馬
子
唄
〉
と
も
呼
ば
れ
、現
在
で
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
曲
で

あ
る
。
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The nature of ko-shibai kabuki as seen through an examination 
of the SP records of female performer Nakamura Kasen:

the case of spoken parts of her gidayū-bushi

TSUCHIDA Makiko

The purpose of  this paper is  to investigate the direct ion practiced in kabuki stage per formed by 

Nakamura Kasen (1889-1942), an onna yakusha (lit. female per former), using 78-rpm records as the main 

materials. Onna-yakusha refers to the actresses who per form kabuki through a form of acting per formed by 

male actors (so-called kabuki actors); they held a prominent position in popular amusement theatres called 

ko-shibai  ( l i t .  small  theatres).  The paper demonstrates the analyses of  the direct ion used in Kasen’s 

per formances and the comparison with the direction in today’s kabuki theatre. The subject of musical 

analysis is texts of gidayū-bushi music and lines in two kabuki plays per formed by Kasen, namely Meiboku 

Sendaihagi ,  Koi-nyōbo Somewake Tazuna .  From the analysis, it  can be pointed out the following points. 

Firstly, the outlines of directions in Kasen’s kabuki per formances, especially the texts of gidayū-bushi music, 

were in much the same as that in today’s per formances, though many par ts are omitted in the 78 -rpm 

records.

Secondly, Kasen’s per formances seem not to provide their own catchy directions to the audiences but to 

deliver the or thodox direction following then formal kabuki theatre. However, there can be recognised some 

dif ferences in details such as kakeai  of l ines and gidayū -bushi music, which could be the characteristic 

direction of ko-shibai. Additionally, many par ts of text are same as ningyō jōruri (puppet theatre) in Meiboku 

Sendaihagi, and there can be seen the direction influenced by kabuki in the Kansai region in the ending 

scene of “Koi-nyobo Somewake Tazuna”.

Key words: onna yakusha (lit. female per former), kabuki, gidayu-bushi, ko-shibai, 78-rpm records

.


